










オランダ：洋上風力発電所の建設に 10 億ユーロを提供 
オランダ政府は、総出力２GW の洋上風力発電所の建設に対し、2026 年に約 10 億ユーロの補

助金を拠出すると発表した。建設コストの高騰で開発事業者の採算性が悪化し、開発が停滞して

いる事態に対応するものである。 
オランダでは 2025 年５月に予定されていた洋上風力発電の入札は、市況の悪化のため延期さ

れた。さらに、オランダ政府はコスト高騰やサプライチェーンの混乱を理由に、洋上風力発電の

導入容量目標（4.7GW から 21GW に）の達成時期を 2030 年から 2032 年末に延期することも決

定した。 
今回の補助金は、オランダ政府が将来的な導入を目指す差額決済取引（CfD）メカニズムへの

移行に向けた暫定措置と位置づけられる。 
洋上風力発電所の建設コストは近年 30～40％上昇している一方、国内の電力需要は増加し続

けている。短期間でグリーン電力の大量導入を確保するため、オランダにとって洋上風力が不可

欠であるとされている。 
同政府は今回の短期的な支援に加え、長期的に洋上風力発電所の建設を促進するための行動計

画策定も進めている。 
CfD メカニズムの導入には法改正が必要であり、同政府は改正案の準備を進め、2027 年の開

始を目指す方針である。 
 
 
イタリア：Italgas 社は国内初の水素製造プラントを開設 
イタリアのガス大手 Italgas 社は、Hyround と呼ばれるグリーン水素製造プラントをサルデー

ニャ島のセストゥに開設した。都市ガス網に直接供給する国内初の施設で、エネルギー転換に向

けた重要な一歩である。 
本プラントは、電力を水素に転換する「パワー・トゥ・ガス（Power-to-Gas）」技術を採用

する。純水素は地域の公共交通バスに、天然ガスと混合した水素はセストゥ市内の一般家庭など

に供給される。さらに地元の乳製品メーカにも生産工程用として供給される。 
0.5MW 規模の水電解槽を稼働させる電力は、隣接地に設置された 1,746 枚のパネルで構成さ

れている出力１MW の太陽光発電所から賄われる。水素の利用は、Italgas 社、イタリア環境・

エネルギー安全保障省（MASE）、及びイタリアガス委員会（CIG）が定めた運用規則に準拠する。 
当初の年間生産量は約 21 トンで、2028 年までに年間 70 トンに引き上げる計画である。総投

資額は約 1,500 万ユーロと見積もられている。そのうち 150 万ユーロは、車両向けの水素補給ス

テーションの建設費として、イタリアの「国家復興・レジリエンス計画（National Recovery 
and Resilience Plan：NRRP）」から拠出されている。 

プロジェクト用地にサルデーニャ島が選ばれた背景には、Italgas 社の先進的なガスインフラ

がある。「ネイティブデジタル」と呼ばれる同社のガス網は、既にバイオメタン、水素や合成メ

タンなどの多様な再生可能ガスを供給できる。 
 
 
スペイン：Moeve 社と ID Energy Group 社はバイオメタン生産拡大で連携 
スペインのエネルギー企業 Moeve 社は、同国の脱炭素化などを手掛ける ID Energy Group 社

と、スペインにおけるバイオメタン事業の共同開発で連携する契約を締結した。両社は、年間最

大１TWh のグリーンガスの生産能力の開発を目指している。 
この生産量は、一般家庭約 14 万 2000 世帯の年間天然ガス使用量に相当し、スペイン政府が国

家エネルギー・気候計画（PNIEC）で掲げる 2030 年のバイオメタン導入目標の約８％を占める

規模となる。 
ガスプラントは農業・畜産地域に設置され、家畜ふん尿や汚泥など年間約 310 万トンの有機性

廃棄物を原料として再利用する。 
Moeve 社は、2025 年末までに約 10 件のバイオメタンプロジェクトで事業認可を取得する見込

みである。生産される再生可能ガスは、グリーン水素の製造や産業用の天然ガスの代替として活

用し、自社のエネルギーパークや化学工場の脱炭素化に貢献する。 
同社は、2030 年までに CO₂排出量（スコープ１及び２）を 2019 年比で 55％削減する目標を

掲げている。 
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ID Energy Group 社は既にバイオメタンプラント１ヵ所を運営しており、欧州各地で 65 件以

上の関連プロジェクトを開発している。 
 
 
ノルウェー：Vireo 社と Nordsol 社はバイオガス液化生産プラントの建設で連携 
ノルウェーの再生可能エネルギー開発事業者である Vireo 社と、オランダのクリーンエネルギ

ー技術企業 Nordsol 社は、ノルウェーのハルダンゲル地方で液化バイオガス（LBG）生産プラン

トを共同で建設すると発表した。Hardangerと呼ばれる本プロジェクトは、地域の有機性廃棄物

を循環型かつ環境に優しい方法で輸送・海運部門向けのクリーン燃料に転換し、同国の持続可能

な燃料の導入目標の達成に貢献する。 
本プラントは、Nordsol 社にとってノルウェーで初の事業となる。同社の先進的なバイオメタ

ン液化技術は、地元で生産されるバイオガスを持続可能な LBG に変換するものである。 
新プラントは、サケの加工残渣や家畜ふん尿などの有機性廃棄物を年間約 12 万 5,000 トン処

理し、約 90GWh の LBG を生産する見通しである。 
建設工事は 2025 年第２四半期に始まり、2026 年第３四半期の稼働開始を見込んでいる。生産

される LBG は全量、長期供給契約に基づきフィンランドのガス大手 Gasum 社に供給される。 
Nordsol 社の独自技術は、小規模・分散型の生産に適しており、バイオガスの精製工程と直接

統合することで未処理のバイオガスを効率的にクリーンな燃料に変換できる。 
同社は既にオランダと英国で LBG 生産プラントを運営しており、ポルトガルとスイスでも新

施設の建設を進めている。 
 
 
スウェーデン：European Energy 社は 90MW のハイブリッド太陽光・風力発電所を稼働 
デンマークの再生可能エネルギー開発事業者 European Energy 社は、スウェーデン南部のク

ロノベリ県で同社初となる太陽光と風力を組み合わせたハイブリッド発電所を稼働させた。 
Skåramåla と呼ばれる同発電所の総出力は約 90MW で、内訳は 39.9MWp の太陽光発電と

49.6MW の風力発電設備である。建設作業には４年を要し、敷地内の池の保全や周辺の自然生息

地の創出、受粉を助ける植物の播種など、生物多様性の保全活動にも取り組んでいる。 
本プロジェクトは、European Energy 社がスウェーデンで計画する３件のハイブリッド発電

所プロジェクトの第一弾である。次の Grevekulla プロジェクトでは、36MW の風力発電と

38MW の太陽光発電を組み合わせ、2026 年の稼働開始を目指している。 
同社はデンマーク、イタリア、リトアニア、ラトビア、オーストラリアなど世界 25 カ国で事

業を展開しており、再生可能エネルギーの開発プロジェクトは合計 65GW に上る。 
 
 
スロベニア：140MW の浮体式太陽光発電所を建設 

スロベニアの国営電力企業 Slovenske Elektrarne 社（HSE）は、140MW 規模の浮体式太陽

光発電プロジェクトを開発すると発表した。PSE Družmirje と呼ばれる本プロジェクトは、スロ

ベニア北部の Šoštanj 近郊にある褐炭採跡の Družmirje 湖に設置され、湖水面の最大半分を太陽

光パネルで覆う規模となる。 
推定資本支出額（CAPEX）は約１億ユーロで、自己資金のほか、EUの Just Transition Fund

（JTF）基金を通じて調達される。HSE 社が単独で所有し、運営は子会社である HSE SaŠa 社

が担う。 
建設工事は 2026 年第３四半期に開始する予定で、2027 年第１四半期までの運動開始を目指し

ている。稼働開始後、年間最大 140GWh の発電量を見込み、一般家庭約３万 5,000 世帯分の電

力需要を賄う。 
また同プロジェクトは、スロベニアで開発中の太陽光発電所として最大規模となる。同国では、

住宅用や商業・産業用の太陽光設備が市場の主流で大規模な発電事業はまだ開発の初期段階にある。 
スロベニアの太陽光発電の累計導入量は 2025 年６月末時点で約 1.5GW に達した。2024 年に

は 298MW、2023 年には 400MW の太陽光発電容量が導入されている。  
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ブルガリア：IPS 社大規模な BESS 生産工場を開設 
ブルガリアの電力システム製造事業者である International Power Supply 社（IPS）は、ソフ

ィアにバッテリーエネルギー貯蔵システム（BESS）の生産工場を開設した。この工場は、欧州

委員会の「ネットゼロ産業法」に基づく戦略的プロジェクトとして選定されており、域内のエネ

ルギー自給率向上と供給網の安定化に貢献する。 
本工場は Hemus High-Tech 工業団地に位置し、年間生産能力は３GWh である。IPS 社は

2026 年末までに生産能力を５GWh に引き上げる予定である。 
さらに、完全自動化された新プラントの建設計画も進めている。現在設計段階にあり、欧州委

員会の資金承認次第で、2027 年末までに全体の生産能力を 15GWh に拡大する見通しである。 
「欧州製のエネルギー貯蔵システムを欧州のために製造する。戦略的プロジェクトとしての認

定は、BESS の大量導入が今後不可欠になることを示している。」と IPS 社の Rangelov 氏は述

べている。 
同社は３ヵ所の BESS 製造施設に総額約１億 8000 万ユーロを投資する計画で、2025 年６月に

は２ヵ所目の着工を発表している。 
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●米国環境産業動向 

 
○農務省、森林の健全性を向上するためのプロジェクトを開始 
 米農務省（USDA）は９月３日、山火事リスクの低減、水質の保護、全米の森林の健全性向上

を目的とした５つの新規プロジェクトに 800 万ドル（約 12 億円）以上を投資すると発表した。 
 これは USDA 下の自然資源保全局 (NRCS) と森林局が共同で取り組む「景観回復パートナー

シッププログラム」の一環で、事業期間は３年間。2023 年と 2024 年に開始された継続事業 24
件に対しては、総額 3,200 万ドル (約 47.3 億円)を投資する。 
 2025 年度の新規プロジェクトはアラバマ、コロラドとワイオミング、モンタナ、ノースカロラ

イナ、オレゴン各州の国有林を中心に実施される。 
 
○海洋大気庁、「洪水浸水予測地図」の対象地域が人口の 60％に拡大と報告 
 米海洋大気庁（NOAA）は９月３日、同庁下の国立気象局（NWS）の試験的な地図ツール「洪

水浸水地図（Flood Inundation Mapping、以下 FIM）」について、対象地域が前年の 30%から大

幅に拡大し、人口の 60％をカバーするようになったと報告した。 
 FIM は 2023 年に全米の 10％を対象に開始されたサービスで、ほぼリアルタイムで洪水水位を

高解像度の画像で提供し、危機管理当局や NWS が洪水注意報や警報を発するのを支援するもの

だが、今回新たにハワイ、西海岸、クック湾などアラスカ中南部の一部、南西部・グレートプレ

ーンズ、五大湖・南東部内陸部が対象地域に追加された。 
 NOAA は 2026 年までに FIM を全国のコミュニティに展開する予定で、NWS 河川予報センタ

ー予報地点付近及び下流の河川 11 万マイル（約 17.7 万 km）で利用可能となる。 
 
○オクロ、米国初のテネシー州に民間資金による核燃料リサイクル施設を建設へ 
 高速核分裂クリーンエネルギー技術や核燃料リサイクルなどの原子力技術企業である米 Oklo
（オクロ）は９月４日、テネシー州に燃料リサイクル施設を設計・建設・運営する計画を発表し

た。民間資金による核燃料リサイクル施設建設としては米国初となる。 
 オクロは最大 16 億 8,000 万ドル（約 2,484 億円）を投資する計画を立てており、初期投資は使

用済み核燃料を同社の高速炉「オーロラ」向け燃料へリサイクルする施設の建設に充て、クリー

ンかつ信頼性の高いエネルギー供給基盤を確立する。 
 オクロのリサイクル技術は高温化学処理や電気精製の一種で、使用済み燃料からウラン、プル

トニウム、その他の超ウラン元素（TRU）を分離し、高速炉向けの混合金属燃料棒を製造する電

気化学的溶解プロセスで、この技術により軽水炉で回収可能なエネルギーよりもはるかに多くの

残留エネルギーを抽出することが可能だという。 
 全米の原子力発電所敷地内に保管されている使用済み核燃料は９万 4000 トン以上に上るが、

オクロの施設でこれらの燃料をリサイクルすることが可能になり、これは原油約 13 兆 30 バレル

と、サウジアラビアの埋蔵量の５倍に相当する。またオクロはネシー川流域開発公社（TVA）と

の協業機会も模索しており、新施設での TVA の使用済み核燃料の再処理や、同地域にオクロが建

設予定の発電所で発電した電力を TVA 向けに販売する可能性も考慮している。 
 
○環境保護庁、温室効果ガス排出業者による汚染量報告義務の廃止を提案 
 米環境保護庁（EPA）は９月 12 日、トランプ大統領が就任初日の１月 20 日に署名した大統領

令に基づき、「温室効果ガス報告プログラム（GHGRP）」の廃止案を発表した。最終決定されれ
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ば、大多数の企業は連邦政府への温室効果ガスの排出量の報告義務がなくなる。 
 また EPA はこの GHGRP 廃止案の一環として、石油・ガス企業からの温室効果ガス排出量デ

ータ収集を完全に停止することも提案した。米議会は 2022 年、課徴金導入のために当該情報の

収集を義務づけていたが、７月に成立したトランプ政権による税制改正法案により、当該課徴金

の実施は 2034 年まで凍結された。EPA はこれを根拠に課徴金が再開される同年まで、天然ガス

パイプラインを含む特定の石油・ガス施設は、排出量の報告を延期することができるという。 
 GHGRP は 2010 年に開始され、米国内の 8000 以上の施設と供給業者に対し、大気汚染物質

の排出量を毎年報告するよう義務付けており、EPA はこのデータを用いてハイドロフルオロカー

ボン（HFC）と呼ばれる超高汚染性・高効力温室効果ガスの使用停止に向けた国内の取り組みを

追跡している。HFC は冷凍・空調・消火設備に使用され、大気中で二酸化炭素の数千倍もの熱を

閉じ込める。 
 2021 年の全米経済研究所の論文では、GHGRP に基づく報告を義務付けられた発電所は二酸化

炭素排出量を約7％削減しており、特に公営発電所ではより大きな削減効果が見られたというが、

EPAのゼルディン長官は今回の廃止案につき、「GHGRPは大気質の改善にまったく貢献しない、

官僚的な煩雑な手続きに過ぎない。それどころか、米国の企業や製造業に多大なコストを負担さ

せ、生活費を押し上げ、国の繁栄を脅かす。地域社会にも悪影響を及ぼしている」としている。 
 
○カリフォルニア州、米国初の水素旅客列車の運行を開始 
 カリフォルニア州のサンバーナディーノ郡交通局（SBCTA）は９月 13 日、米国初の水素燃料

列車「ゼロ・エミッション・マルティプル・ユニット（ZEMU）」の運行を開始した。 
 ZEMU はスイスの鉄道車両メーカの Stadler（シュタッドラー）が開発した車両「FLIRT H2」
を使用。FLIRT H2 のパワーパックには水素タンクと燃料電池が収納され、水素を電気に変換し

て車載バッテリを駆動する。また変換された電気は推進力だけでなく、車内の空調システムの電

力供給やバッテリの充電にも利用され、これにより燃料電池技術は、外部充電を必要とせずにバ

ッテリの航続距離を延長することができる。 
 ZEMU の導入に際し、SBCTA は 2024 年、米国内で広範な試験を実施。コロラド州交通技術

センターでは水素燃料１回充填で 1,742 マイル（約 2,800km）を走行し、ギネス世界記録を達成

した。またこの車両は最大 380 マイル（約 612km）の航続距離と最高速度時速 79 マイル（約

127km）を実現するもので、連邦鉄道局（FRA）の全規制にも適合している。 
 ZEMU はサンバーナディーノ駅とレッドランズ駅間の９マイル（約 14.5km）の路線を終日運

行する予定で、SBCTA が既に運行する低排出ディーゼル車両（DMU）２編成と並行して、１日

あたり最大 16 往復運行される。 
 
○マクドナルド、過去最大規模の再生型農業への投資を発表 
 McDonald’s USA（マクドナルド）は９月 15 日、米国の牛肉供給における持続可能性と天然資

源の管理に対する取り組みを強化するため、過去最大規模となる再生型農業への投資を行うと発

表した。 
 同社は全米魚類野生生物財団（NFWF）や米農務省自然資源保全局（NRCS）、及び同社の主要

サプライヤーと連携し、「草原の回復力と保全イニシアチブ」を展開。今後７年間で２億ドル（約

296 億円）以上を投じ、最大 38 州にまたがる 400 万エーカー (約 162 万ヘクタール) に及ぶ参加

牧場に対し、土壌の健康改善や野生動物の生息地保護、水資源の効率的活用、生態系の回復とい

った課題に対応するためのツールと資金を提供する。 
 また同イニシアチブに参加する牧場主に対し、インセンティブ支払いなどの経済的利益を還元
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し、マクドナルドの米国サプライチェーン全体の回復力強化も図る。Cargill (カーギル) や
Coca-Cola (コカ・コーラ)といったマクドナルドの主要サプライヤーも共同で NFWF に資金提供

を行う予定だという。 
 
○ウーバー、テスラと提携し EV トラック導入支援プログラムを開始 
 Uber（ウーバー）の子会社で荷主と運送会社・個人トラックドライバーをマッチングするサー

ビスを提供する米 Uber Freight（ウーバーフレイト）は９月 16 日、Tesla（テスラ）と提携し、

電気自動車 (EV)による貨物輸送の普及を促進する「専用 EV フリート加速プログラム」を開始す

ると発表した。 
 同プログラムはフリート事業者に対し、テスラのクラス８重量級電気トラック「Semi（セミ）」

の購入補助を提供。ウーバーフレイトの荷主からの依頼を安定的に確保することを目的とするも

ので、今回の提携により、企業はセミの初期費用を抑えつつ、EV による輸送オプションを求め

る荷主ネットワークへのアクセスを獲得できる。 
 セミトラックは 2022 年に発売を開始。後輪軸に３基の独立モータを搭載しており、航続距離

は 300～500km で、エネルギー消費量は１km あたり 1.24kWh。テスラのセミチャージャーを使

用した場合、30 分で最大 70%まで充電可能で、同社は 2027 年初頭までに全米にこの充電器を設

置する計画だ。 
 テスラは 2025 年末を稼働開始に設定しており、すでにセミトラックの大量生産に向けた組立

ラインの整備を開始している。 
 
○グーグル、CO2 除去とメタン削減に向け超汚染物質対策を強化 
 米 Google（グーグル）は９月 17 日、二酸化炭素の恒久的な除去と廃棄物由来のメタン排出の

根絶を目指し、炭素除去企業の米 Vaulted Deep（以下 VD）と提携すると発表した。 
 VD は独自の技術を利用し、二酸化炭素やメタンを排出する有機廃棄物を地中深くに注入・貯

留する。グーグルは今回、2030 年までに５万トンの二酸化炭素を除去する購入契約を VD と締結

し、このプロセスにより削減されるメタン排出量の測定方法の共同研究も進める。両社は、まず

カンザス州ハッチンソンで取り組みを開始し、地域の環境改善や経済活性化にも貢献する方針だ。 
 メタンは「超汚染物質」と呼ばれ、短期間で二酸化炭素の約 80 倍もの温室効果を持つとされて

おり、削減は地球温暖化対策の急務となっている。グーグルは、今回の提携はこれらの超汚染物

質の影響を緩和する取り組みであり、二酸化炭素の大気への影響を測定する際の科学的厳密性と

透明性を超汚染物質にも拡大する重要な一歩であるとしている。 
 
○ホンダ、オハイオ州に資源循環センターを開設 
 ホンダは９月 18 日、オハイオ州のメアリーズビル工場とイーストリバティ工場の近郊で資源循

環センターの稼働を開始したと発表した。 
 同センターは、廃棄処分されるはずだった使用済みの設備や事務用電子機器、自動車サービス

部品などに新たな用途を見出し、資源の有効活用を目的とする世界初の施設。従来の製造リサイ

クルプログラムは、製品製造に使用される金属くずやプラスチックなどの直接材料に焦点を当て

てきたが、この資源循環センターは車両生産に使用される工具、設備などの間接物品のリサイク

ルと再利用に注力しており、トルクレンチや産業用ロボットといった工具から、オフィスチェア、

アルミホイールなどの車両サービス用交換部品まで、あらゆるものが含まれる。 
 ホンダはこうした廃棄予定品から価値を回収し、埋立処分への廃棄物転送を抑制するとともに

新規原料への依存度低減を目指すが、これは材料価値を最大化し、間接財のライフサイクルを延
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長する循環型経済ビジネスモデルを構築することで環境負荷を低減するという同社の事業戦略に

沿うものだという。また北米の他の生産拠点にも資源循環センターの事業モデルを拡大する長期

ビジョンを掲げており、環境負荷と運営コストの削減を図りつつ、価値回収の現地化を目指す。 
 
○米エネルギー省、大規模電力網のインフラ整備を加速へ 
 米エネルギー省（DOE）は９月 18 日、ギガワット規模の発電・送電を行える大規模電力網イ

ンフラの整備を加速するイニシアチブ「スピード・トゥ・パワー」を発表した。安価で信頼性が

高く、かつ安全なエネルギーに対する需要の高まりに対応しつつ、米国が人工知能（AI）分野の

競争で優位に立つために必要な電力を確保することが目的だという。 
 DOE は現在の電力網インフラ整備の速度は、急増する国内の製造業のエネルギー需要や経済の

再工業化を支えるには不十分と分析しており、関係者と連携して電力供給を迅速化し、送電網が

直面する課題を克服できる大規模な送電網インフラプロジェクトを特定する。 
 トランプ大統領は、米国の国家安全保障と経済安全保障を守るため、エネルギーインフラの健

全性と拡充が差し迫った最優先課題であるとして、１月の就任初日に「国家エネルギー緊急事態

宣言」大統領令に署名している。今回のイニシアチブはこの大統領令を支援し、連邦資源を最大

限活用し、州・地方政府、公益事業体、送電網事業者、大口需要家、その他の関係者が送電網イ

ンフラの制約に対処する方法を示すものだという。 
 
○テスラ、トランプ政権による排ガス規制撤廃に反対 
 電気自動車（EV）大手の米 Tesla（テスラ）は９月 24 日、環境保護庁（EPA）に対し、同庁

が提案する自動車の温室効果ガスの排出規制の撤廃案に反対するコメントを発表した。EPA は７

月、温室効果ガスの排出が人体の健康を損なうとする従来の所見の撤回を提案しており、これに

より米国における排出ガス規制の法的根拠が失われ、自動車の排出ガス規制が終了する可能性が

あった。 
 テスラはコメントの中で、EPA の規制撤廃は「科学的知見を十分に評価しておらず、さらに 2009
年の危険性認定以降に追加された気候変動による懸念の深刻さを示す科学的記録も考慮していな

い」と非難。また、「エンジンメーカや車両メーカに対し、あらゆるエンジンや車両の温室効果ガ

ス排出量の測定や管理、報告の義務を免除することになる」と述べた。 
 この前日の 23 日には、ゼネラルモーターズ、トヨタ、フォルクスワーゲン、韓国の現代自動車

をはじめとするほぼ全ての大手自動車メーカが加盟する米自動車イノベーション協会（AAI）が、

自動車業界に EV の生産拡大を強制する厳しい排出ガス規制の緩和を EPA に要請していた。 
 トランプ大統領は６月、カリフォルニア州の EV 販売義務化とディーゼルエンジン規制を事実

上終了させる法案に署名。また９月 30 日には EV 販売を対象とする 7,500 ドル（約 111 万円）の

税控除が終了している。 
 
○米エネルギー省、GM・加リチウム・アメリカズカナダとの合弁事業の株式５%を取得 
 米エネルギー省（DOE）は９月 30 日、カナダの鉱業会社 Lithium Americas（リチウム・アメ

リカズ）の株式を取得することで合意したと明らかにした。また、同社と米ゼネラル・モーター

ズ（GM）がネバダ州タッカーパスで進めているリチウム開発プロジェクトの権益５%も取得する。 
 契約の総額は明らかにされていないが、今回の合意は 2024 年に承認された 22 億 3000 万ドル

（約 3,297 億円）の連邦融資の初回分供与条件の一部であり、同プロジェクトの建設資金に利用

される。 
 タッカーパス鉱山は西半球最大級のリチウム鉱床を有しており、DOE は今回の合意について、
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米国におけるリチウム供給を安定させ、特にリチウムイオンバッテリーのサプライチェーンを強

化することが目的と説明。中国のリチウム市場支配に対抗する上で必要だとしている。 
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●最近の米国経済について 

 
〇米 USTR、USMCA 見直しに向けた公的手続き開始、運用状況に関するパブコメ募集 

米国通商代表部（USTR）は９月 17 日、米国・メキシコ・カナダ協定（USMCA）の見直しに

向け、協定の運用状況に関するパブリックコメントを募集する官報を発表した。参加国は、これ

までも非公式に会合を重ねてきたことが報じられていたが、今回の官報公示により、正式に米国

内で USMCA 見直しに向けた手続きが始まったことになる。 
USMCA は、発効後６年目（2026 年７月）に協定参加国で見直しを実施することが条文で定め

られている（注１）。また、USMCA 実施法は USTR に対して、見直しに先立って USMCA の運

用に関するパブコメの募集などを行い、2026 年１月までに見直しで提案する具体的な措置や

USMCA の延長に関する米国の立場などについて、議会へ報告するよう義務付けている。 
USTR が今回、特に意見を求める分野は次のとおり。 

• USMCA の運用または実施に関するあらゆる内容 
• 協定順守に関するあらゆる課題 
• 見直しに当たって USTR が提案すべき具体的措置 
• 参加国の投資環境に影響を与える要因、ならびに米国の競争力、生産性、技術的リーダー

シップを強化する投資促進への USMCA の有効性 
• 北米の経済安全保障と競争力強化のための戦略〔これには競争力委員会（注２）での共同

作業、他国の非市場的政策・慣行に関連する問題への協力が含まれる〕 
パブコメは USTR のウェブサイト（ドケット番号 USTR-2025-0004）から提出可能で、11 月

３日まで受け付ける。USTR はその後、11 月 17 日に公聴会を開催する。公聴会後に７日間、さ

らに反論を提出できる。 
 
ドナルド・トランプ米大統領は就任前に USMCA の見直しに関して、中国企業によるメキシコ

経由の無税での自動車部品輸出を制限する趣旨の発言をしている。具体的には、インフレ削減法

（IRA）の下で定めている電気自動車（EV）などの購入に対する税額控除要件を USMCA の原産

地規則にも盛り込むのではないかといった指摘がある。ジェトロのヒアリングに対して在米の日

系企業からは、米中対立の深化・長期化を受け、中国から米国へ直接輸入するサプライチェーン

は縮小した一方、中国の部品を利用してメキシコで生産し米国へ販売するサプライチェーンは残

るとの声が 2024 年末以降、継続的に聞かれる。原産地規則の内容次第では、日本企業の北米サ

プライチェーンに影響する。 
また米国は現在、合成麻薬フェンタニルや不法移民の流入阻止を目的に、国際緊急経済権限法

（IEEPA）に基づき、メキシコに対しては 25％、カナダに対しては原則 35％の追加関税を課し

ている（注３）。ただし、いずれも USMCA の原産地規則を満たしていれば、当該追加関税の対

象外としている。これら追加関税措置と USMCA との関係性も注目点となる。 
（注１）USMCA は協定発効 16 年目（2036 年７月）に失効する。ただし、協定発効６年目に協

定の見直しを実施し、３カ国が延長に合意した場合、16 年後（2042 年７月）まで延長

される。３カ国のいずれかが延長に同意しない場合には、以降、見直しを毎年実施する

ことが規定され、延長を検討することになっている。 
（注２）USMCA の 26 章「競争力」では、北米での生産強化などに関する活動の策定・実施な

どを目的とする競争力委員会の設置が定められている（2024 年５月 24 日記事参照）。 
（注３）メキシコとカナダ産のカリウム、カナダ産のエネルギーに対しては 10％。 
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○米国が対 EU 関税を引き下げ、自動車・航空機・医薬品など対象、８月以降の輸入に遡及適用

も 
米国政府は９月 24 日、米 EU 通商合意に基づき、EU 製の自動車などに対する関税引き下げを

規定した連邦官報案を公表した。翌 25 日に正式に公示し、同日から新税率を適用する。引き下げ

は８～９月の輸入にも遡及適用し、余分に支払われた関税は還付の対象となる。米国税関・国境

警備局（CBP）も９月 24 日に、通関業者向けにガイダンスを発表した。 
米 EU 両政府は 2025 年７月に関税措置について合意し、米国は８月から EU に対する相互関

税率を 15％に変更した。さらに、両政府は８月に合意に関する共同声明を発表し、（１）EU が対

米関税削減法案を提出した場合、米国は EU 製の自動車に対する 1962 年通商拡大法 232 条に基

づく追加関税率を 25％から 15％に引き下げる、（２）米国は航空機や医薬品など特定の EU 産品

に対する 15％の相互関税を撤廃する、などの将来の措置を確認していた。 
既に EU 側は８月に、共同声明に基づく措置の実施に向けて米国製工業製品に対する関税を撤

廃するとともに、米国産農水産品に対する特恵市場アクセスを認める法案を発表していた。 
今回の官報で規定した関税の引き下げは、共同声明に基づく米国側の措置を実施するもので、

対象品目、適用時期、税率は次のとおり。 
自動車・同部品：一般関税率（MFN）税率が 15％未満の場合は 232 条関税率と MFN 税率を

合わせて 15％、MFN 税率が 15％以上の場合には 232 条関税を課さず、MFN 税率のみ適用する。

米国東部時間８月１日午前 0 時 1 分以降の輸入に遡及して適用する。 
同官報の付属書１（Annex１）に記載される特定の EU 産品（コルクなど米国で入手不可能な

天然資源、航空機・同部品、ジェネリック医薬品・同原料・化学前駆体）：相互関税を撤廃し、

MFN 税率のみ適用する。米国東部時間９月１日午前０時１分以降の輸入に遡及して適用する。 
なお、日本製の自動車や航空機に対する関税は日米通商合意に基づき、既に EU と同等の水準

に引き下げ済みだ。ただし、日本原産の天然資源や医薬品などに対する相互関税については、ド

ナルド・トランプ大統領が撤廃の可能性を示しつつも、現時点で具体的な措置は講じられていな

い。 
このように米国の 232 条関税や相互関税は、これまでの全世界に対してほぼ共通して同じ追加

関税率を課す状況から、米国と各国の交渉結果を踏まえて国・地域や製品に応じて異なる税率を

適用する状況へとより複雑化している。そのため、日本企業は米国と各国の合意内容（対象品目、

適用時期、税率）を把握することが、外国企業との輸入価格の比較優位性を確認する上で一層重

要になる。 
 
〇８月の米個人消費支出、価格転嫁の抑制が消費を支える 

米国商務省は９月 26 日、８月の個人消費支出（PCE）を公表した。所得環境は必ずしも良好

とは言えないものの、関税引き上げにもかかわらず小売店は消費者への価格転嫁を抑制している

模様で、これを背景として新学期商戦において消費は比較的堅調に推移した形だ。 
所得関連では、個人所得が名目ベースで前月比 0.4％増（前月 0.4％増）と市場予測をわずかに

上回った。内訳では、雇用者報酬が 0.3％増（寄与度 0.2 ポイント）、所得移転が 0.6％増（寄与度

0.1 ポイント）だった。ただし、雇用者報酬のうち賃金については、サービス業が伸びる一方で、

財部門では減少したと説明されており、労働市場の減速度合いに応じて業種によってまちまちと

なっている可能性がある。また、名目個人所得の伸びは堅調なものの、物価上昇が影響して実質

可処分所得の伸びは前月比 0.1％増に留まったほか、貯蓄率も 4.6％と 2025 年に入って最も低い

水準となっている。 
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個人消費支出は前月比でみた場合、名目ベースで 0.6％増、実質ベースで 0.3％増と引き続き堅

調な伸びを維持した。実質ベースの内訳では、財（前月比 0.7％増、寄与度 0.2 ポイント）が前月

に続き支出全体の増加分の大半を占め、中でも学生が新生活を迎えるにあたって必要となるコン

ピュータ関連や靴、カーテンなどの消費が堅調だった。これらの商品は、前月に比べて値下がり

しているものも多く見られ、州によっては「学校に帰ろう」と銘打った売上税減免期間（タック

スホリデー）を設けていることもあり、購入時期を見計らっていた消費者が小売店の値引きに応

じて購入を決断したことが伸びにつながった可能性がある。サービス（0.2％増、寄与度 0.1 ポイ

ント）はレクリエーションサービスが好調だったが、基本的に伸びは控えめだった。 
物価関連では、PCE デフレーターは前年同月比 2.7％増（前月 2.6％増）、前月比では 0.3％増

（前月 0.2％増）、変動が大きいエネルギーと食料品を除いたコア指数は前年同月比 2.9％増（前

月 2.9％増）、前月比は 0.2％増（前月 0.2％増）でいずれも市場予想と一致した。また、米国連邦

準備制度理事会（FRB）が参照するコア指数の３カ月前比、６カ月前比は、それぞれ 2.9％増（前

月 3.0％増）、2.5％増（前月 3.0％増）だった。 
今月見られたように、小売店は消費者への価格転嫁を抑制しており、これが新学期商戦におけ

る消費の腰折れを防いだ形だが、これによる企業収益へのしわ寄せは着実に見られ始めている。

９月の連邦公開市場委員会（FOMC）後の記者会見では、こうした価格転嫁の抑制が労働市場に

影響を及ぼし始めている可能性も指摘されているところだ。株式市場の堅調さにより、所得上位

10％層の消費は今後も堅調に推移することが期待されるものの、それ以外の層の消費については、

消費者への価格転嫁の進展、労働市場の減速のいずれによる影響も考えられ、消費の先行きはい

まだ予断を許さない。 
 
〇第３四半期の米自動車販売は前年同期比 6.3％増と好調、EV 税額控除前の駆け込みなどが後押

し 
米国自動車市場の統計を提供するモータインテリジェンスの発表（10 月１日）によると、米国

の 2025 年第３四半期（７～９月）の新車販売台数（暫定値）は、前年同期比 6.3％増の 415 万

5,036 台となった。この増加には、９月 30 日に発動した EV（電気自動車）税額控除撤廃前の駆

け込み需要やパンデミック期間中に積み上がった繰り越し需要など需要の底堅さに加え、在庫状

況も改善したことなどが寄与したと見られる。また当初懸念されていた一連の追加関税による大

幅な価格上昇が見られなかったことも市場を下支えした要因だと考えられる。自動車調査会社の

コックスオートモーティブが発表したデータによると、１台あたりの平均車両販売価格は前年同

期比 2.0％増、前期比では 0.3％増に留まっている（注）。 
部門別に見ると、乗用車は前年同期比 8.9％減の 71 万 3,049 台、小型トラックが 10.1％増の

344 万 1,987 となった。小型トラックの中でも中型スポーツ用多目的車（SUV）が好調で、全増

加台数（24 万 6,563 台）のうち約６割を占めた。 
主要メーカー別に見ると、増加台数の大きい順にトヨタ（前年同期比 15.9％増）、ゼネラルモ

ーターズ（GM、7.9％増）、フォード（8.5％増）となった。トヨタは中型 SUV「グランドハイラ

ンダー」、GM は小型 SUV「エクイノクス」、フォードは中型 SUV「エクスプローラー」などが

販売を牽引した。一方、ホンダは中型 SUV「パイロット」が落ち込み 2.0％減となった。スバル

も中型 SUV「アセント」などが落ち込み 5.8％減だった。 
新車販売台数のうち、バッテリー式電気自動車（BEV）、プラグインハイブリッド車（PHEV）、

燃料電池車（FCV）を合わせたクリーンビークル（CV）は前年同期比 18.5％増と大幅に伸び、

全車に占める割合は 12.2％と過去最多になった。EV メーカのリビアン、ルーシッドもそれぞれ
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35.2％増、34.0％増と大きく伸びた。テスラは「モデル Y」が四半期では過去最多の 11 万 4,897
台に達したが、全体では 0.7％増に留まった。なお、全 BEV に占めるテスラのシェアは、ピーク

時の 2018 年第 3 四半期の 84.5％から、現在は 39.4％程度までに減少している。 
第４四半期以降の販売に関しては、多くの専門家が、EV 需要の反動や関税コストの価格転嫁

による先細りを見込んでいる。フォードのジム・ファーリー最高経営責任者（CEO）は、10 月に

おける米国内の EV 販売台数が新規販売台数を占めるシェアが５％程度まで落ち込んでも驚かな

いと述べた（ロイター10 月１日）。ロイターによると、税額控除を受けるための駆け込み需要に

よりシェアが上昇した８月の半分程度の水準に留まることになる。 
また、投資会社ガーバー・カワサキの共同創設者でテスラの投資家であるロス・ガーバー氏は、

自身の SNS で「税額控除を活用するための駆け込み需要が、当四半期の業績を大きく押し上げた

ことは間違いない。実際、路上では新型テスラ車を多く見かけるようになっている。しかし残念

ながら、この駆け込みは終わり、冬が近づいてきている」と語った。 
なお、GM とフォードは控除プログラムの延長で予測される販売減に対応する姿勢を見せてい

る（ロイター９月 30 日）。また、関税コストに関して、トヨタブランドの販売責任者であるデー

モン・ローズ氏は「自動車業界での一定の価格上昇は起こると見ており、モニタリングしている。

しかしトヨタとしては、（価格転嫁において）先行者ではなく、追随者となるつもりだ」と慎重な

見方を示した（ロイター10 月１日）。 
（注）2025 年９月のデータは未発表のため、前年同期比は 2025 年７月、８月の１台あたり平均

車両販売価格の平均値を前年同期の平均値と比較した。また、前期比は 2025 年第２四半期

の平均値と比較した。 
 
〇米商務省、政府閉鎖の中、安全保障に必要な輸出許可の優先審査を発表 

米国では、2026 会計年度（2025 年 10 月１日～2026 年９月 30 日）の歳出法案が成立するまで

のつなぎ予算を成立できず、10 月１日から政府閉鎖が続いている。連邦議会上院は連日、つなぎ

予算法案の採決を行っているが、10 月９日までに否決された回数は７回に上る。政府閉鎖の解除

に向けた道筋はいまだ見えていない。 
政府閉鎖が１週間続くごとに GDP が 0.1～0.2％減少するなど（ブルームバーグ 10 月 10 日）、

政府閉鎖による経済への悪影響などが伝えられる一方で、貿易面では輸出入手続きや各国との通

商交渉、1962 年通商拡大法 232 条に基づく調査などは継続されている。 
そうした中、軍民両用（デュアルユース）品目の輸出管理を所掌する商務省産業安全保障局

（BIS）は、「SNAP-R システム（注１）から提出された米国の国家安全保障及び生命・財産の安

全を保護するために必要な、緊急の輸出許可（ライセンス）申請は優先して審査する」との声明

をウェブサイトに発表した。具体例に、米軍の作戦や世界中の同盟国・パートナ国を支援する輸

出を挙げている。迅速な処理を要請する場合には、申請時に「追加情報（Additional Information）」
欄へ「予算執行停止期間中の優先処理を要請（priority processing is requested during a lapse in 
appropriations）」と明記し、米国の国家安全保障上の緊急優先事項または生命・財産の安全との

関連性を明記する必要がある。さらに、同内容のメールを BIS 宛てに送信することも必要だ（注２）。 
政府閉鎖については、医療費負担適正化法（オバマケア）に基づく医療保険補助金の延長など

を中心に共和党と民主党の意見の対立が解消されておらず、打開策が見通せていない。マイク・

ジョンソン下院議長（共和党、ルイジアナ州）は 10 月 10 日、上院民主党が予算案を承認次第「我々

は議会に復帰し法案審議を再開する」と述べ、下院での審議停止を継続する姿勢を示した。下院

では既につなぎ予算案は可決されており、上院民主党に対して共和党が主導した下院のつなぎ予

算案を支持するよう圧力をかけることが目的と見られている（議会専門紙「ザ・ヒル」10 月 10 日）。 
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（注１）BIS へ輸出許可申請を行う、電子申請システム。 
（注２）メールの送付先は、EmergencyLicense@bis.doc.gov。 

 
〇米 USTR、自動車運搬船の入港料金算定基準を大幅引き上げ、10 月 14 日から徴収開始 

米国通商代表部（USTR）は 10 月 10 日、船舶の米国入港に際するサービス料金徴収などの 1974
年通商法 301 条に基づく措置に関して、一部修正を発表した。修正には、自動車運搬船の入港料

金の算定基準の引き上げや、中国製の港湾クレーンなどに対する追加関税の引き上げなどが含ま

れる。入港料金の徴収は予定どおり 10 月 14 日に開始される。 
USTR は 2025 年４月に、中国企業が所有・運航する船舶、中国で建造された船舶、米国外で

建造された自動車運搬船に入港料金を課すほか、液化天然ガス（LNG）の輸出に一定割合の米国

で建造された LNG 輸送船の使用を要求する措置を発表した（官報 17114 号）。USTR は６月、自

動車運搬船の入港料金の算定基準を「自動車相当単位（CEU）あたり 150 ドル」から「純トン数

あたり 14 ドル」に変更するなどの修正案を発表し、パブリックコメントを受け付けていた。 
USTR が近日公示予定の官報案によれば、主な修正内容は次のとおり。 

• 官報17114号の付属書３に記載の自動車運搬船の入港料金の算定基準を「CEUあたり150
ドル」から「純トン数あたり 46 ドル」に変更。入港料金の適用上限回数を対象船舶１隻

につき暦年で５回とすることを追記。 
• 付属書４に記載の LNG 輸出にあたって米国建造船舶の使用割合を満たせない場合に、

USTR が輸出許可の停止を指示することができる権限の規定に関して、４月 17 日に遡っ

て同規定を削除。 
• 中国製の港湾クレーンなど荷役設備（注１）に対する 301 条対中追加関税を 2025 年 11

月９日に 25％から 100％に引き上げ。 
これらの他、「自動車運搬船」には、船舶型式国際分類（ICST）コードで 325（自動車運搬船）、

332（RORO 旅客船）、333（その他の RORO 貨物船）、338（RORO コンテナ船）に該当する船

舶が含まれるなどと、付属書１～３の用語や対象を明確化した。 
自動車運搬船の入港料金の算定基準は、純トンあたり 14 ドルから 46 ドルへと３倍以上に引き

上げられた。USTR は、パブコメで「14 ドルでは低すぎるとの懸念が寄せられた」「CEU あたり

の料金を下回るとの試算もあった」などと説明したが、引き上げの具体的な理由は示していない。 
入港料金の対象限定や追加関税の対象追加の修正案も発表 

さらに USTR は、追加修正案を発表し、ウェブサイトでパブコメの募集を開始した（ID：

USTR-2025-0017、10 月 10 日～11 月 10 日）。主な追加修正案は次のとおり。 
 

• 付属書１（中国企業の所有・運航船舶の入港料金）に関し、長期定期用船契約を締結する

エタン・液化石油ガス（LPG）運搬船は、用船者が所有・運航するとみなすよう修正。 
• 付属書２（中国建造船舶の入港料金）に関し、レイカー船（注２）を適用対象から原則除

外するよう修正。 
• 付属書３（自動車運搬船の入港料金）に関し、１万載貨重量トン（DWT）以下の米国船

籍の船舶を適用対象から除外するよう修正。期間は 2025 年 10月 14 日～2029年４月 18 日。 
• 付属書５（中国製の港湾荷役設備に対する追加関税）に関し、さらなる中国製の港湾荷役

設備・部品（注３）に最大 150％の追加関税を適用するよう修正。 
なお USTR は、これらの追加修正案に対するパブコメを確認する間、特定の料金の徴収は 12

月 10 日まで猶予される可能性があると述べた。猶予の対象は、入港料金の適用対象を限定する追

加修正案で示された船舶が対象になると見られる（官報案 H 項）。 
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（注１）対象品目及び米国関税分類番号（HTS コード）は、船舶対陸上クレーン（STS クレーン、

8426.19.00）、インターモーダルシャーシ（8716.39.0090）、インターモーダルシャーシ

部品（8716.90.30、8716.90.50）。なお、付属書５で追加関税の適用が提案されていたイ

ンターモーダルコンテナは適用が見送られた。 
（注２）米国五大湖に入港する船舶。 
（注３）対象品目及び HTS コードは、ゴムタイヤガントリークレーン（8426.19.00）、レールマ

ウントガントリークレーン（8426.19.00）、自動スタッキングクレーン（8426.19.00）、
リーチスタッカー（8426.41.00、8426.49.00）、ストラドルキャリア（8426.12.00）、タ

ーミナルトラクター・部品（8709.11.00、8709.19.00、8709.90.00、8701.95.50）、トッ

プハンドラー・トップローダー（8427.20.80、8429.51.10、8429.51.50）、これら部品

（8431.20.00、8431.41.00、8431.49.10）。 
 
〇米主要港、８月の小売業者向け輸入コンテナ量は前月比 2.9％減、関税により輸入量減少加速

の見通し 
全米小売業協会（NRF）と物流コンサルタント会社のハケット・アソシエイツが発表した「グ

ローバル・ポート・トラッカー報告」（10 月８日）によると、2025 年８月の米国小売業者向けの

主要輸入港（注１）の輸入コンテナ量は、前月比 2.9％減、前年同月比 0.1％増の 232 万 TEU（1TEU
は 20 フィートコンテナ換算）となった（注２）。 

小売業者は、８月の国・地域に対する相互関税発動の影響を回避するために輸入の前倒しを進

めたことから、７月には駆け込みによる輸入量がピークに達したが、2025 年末にかけて貨物量は

着実に減少すると見込まれている。今後の見通しでは、９月は前年同月比 6.8％減の 212 万 TEU、

10 月は同 12.3％減の 197 万 TEU、11 月は 19.2％減の 175 万 TEU と見込まれている。また、12
月は 19.4％減の 172 万 TEU と大幅に減少し、2023 年３月以来の低水準になる見通し。ただし、

関税の影響による総量の減少に加え前年比での減少率は、2025 年のピークシーズンが早期に訪れ

たことや、2024 年後半の輸入が米東海岸とメキシコ海岸の港湾ストの懸念により増加していたこ

とも影響している。2025 年通年での輸入量は前年比で 2.9％減少すると予想されている。 
ハケット・アソシエイツ創設者のベン・ハケット氏は「米国の関税政策の不安定さの継続は、

経済に大きな不確実性をもたらしており、今後４～６カ月間の貿易量は予測不可能な変動を見せ

る見込みだ。多くの大企業は在庫を積み増すため先手を打って輸入を行ったが、それらの備蓄が

枯渇するにつれ、関税によるインフレの影響が全面的に明らかになるだろう」と述べた。 
米国内で最大の貨物取扱量を誇る西部カリフォルニア州ロサンゼルス港のエグゼクティブディ

レクターのジーン・セロカ氏によると、米国の小売業者はトランプ政権の関税政策の進展に伴う

コスト抑制のため、2025 年はホリデーシーズンの商品の輸入を少なくとも １カ月前倒しで完了

したという。同港では小売業者向け貨物が全貨物量の約半分を占めており、７月には港湾労働者

が 101 万 9,837TEU の輸入量を処理し、117 年の歴史で月間貨物取扱量が過去最高を記録した。

同州ロングビーチ港のマリオ・コルデロ最高経営責任者（CEO）は「貿易政策の変動が企業と消

費者に不確実性を生み続けている」とし、セロカ氏も「これが雇用増加の鈍化と持続的なインフ

レの一因となっており、輸入業者と消費者がより慎重になっている」と述べ、個人消費を巡る先

行き不透明感の高まりを指摘した。 
（注１）主要輸入港は、米国西海岸のロサンゼルス／ロングビーチ、オークランド、シアトル及

びタコマ、東海岸のニューヨーク／ニュージャージー、バージニア、チャールストン、

サバンナ、エバーグレーズ、マイアミ及びジャクソンビル、メキシコ湾岸のヒュースト

ンの各港を指す。 
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（注２）発表されている貨物量の TEU と前年同月比の数値は端数処理の関係で一致しない場合

がある。 
 
〇中国、米国船舶に対する港湾料徴収を決定 

中国交通運輸部は 10 月 10 日、米国船舶に対する船舶特別港湾料徴収に関する公告（交通運輸

部公告 2025 年第 54 号を発表した。10 月 14 日から実施を開始した。 
対象となる船舶は次のとおり。 

• 米国の企業やその他組織及び個人が所有権を有する船舶。 
• 米国の企業やその他組織及び個人が運営する船舶。 
• 米国の企業やその他組織及び個人が直接または間接的に 25％以上の株式（議決権、取締

役会議決権数）を有する企業やその他組織が所有または運営する船舶。 
• 米国旗を掲揚する船舶。 
• 米国で建造された船舶。 

これらの船舶に対し、航海ごとに船舶特別港湾料を段階的に徴収することとしている。具体的

な徴収基準は次のとおり。 
• 10 月 14 日以降に中国港湾に入港する船舶：純トン数１トンあたり 400 元（約 8,400 円、

１元＝約 21 円）。 
• 2026 年４月 17 日以降に中国港湾に入港する船舶：純トン数１トン当たり 640 元。 
• 2027 年４月 17 日以降に中国港湾に入港する船舶：純トン数１トン当たり 880 元。 
• 2028 年４月 17 日以降に中国港湾に入港する船舶：純トン数１トン当たり 1,120 元。 

なお、同一航海で複数の中国の港に寄港する船舶については、最初に入港する港でのみ港湾料

を徴収し、以降の入港では徴収しない。また同一船舶に対し、１年間に徴収する港湾料は５航海

を上限とするとしている。 
交通運輸部は今回措置の背景として、米国通商代表部（USTR）が 10 月 14 日から中国企業が

所有または運営する船舶、中国製船舶、中国籍船舶に対し港湾料を追加徴収するとしたことを挙

げている（2025 年４月 22 日記事参照）。中国側は、断固として対抗措置を講じ、公平で公正な国

際海運市場秩序の構築を推進し、国際物流サプライチェーンの安全安定を維持するとしている。

また、今回の措置は中国海運企業の合法的権益を守る正当な措置とし、米国に対し誤った措置を

直ちに是正し、中国海運業界に対する不当な抑圧を停止するよう強く求めるとした。 
中国国務院は９月 29 日に中国国際海運条例の改正を公布し、中国の国際海上輸送業者や関連の

補助的事業者、中国の船舶・船員に対する差別的な禁止・制限などの措置を実施または支援・支

持する国・地域に対して、関連条約や協定で十分に効果的な救済が得られない場合、中国政府は

実際の状況を踏まえて必要な対抗措置を取るとしていた。 
 

〇10 月の米地区連銀報告、経済活動は前回とほぼ変わらず、雇用の減速傾向継続を示唆 
米国連邦準備制度理事会（FRB）は 10 月 15 日、10 月の地区連銀経済報告（ベージュブック）

を発表した。８月 26 日～10 月６日のデータに基づく。全体概況では、12 地区のほとんどで「前

回からほとんど変化がなかった」とした。地区別では、３地区でわずかから控えめの間で増加、

５地区で横ばい、４地区でわずかに軟化となっている。また、先行きに関しては、ボストン連銀

など一部の地区では見通しの改善を報告する一方、サンフランシスコ連銀やダラス連銀など見通

しの悪化を報告している地区も複数ある。地区やセクターによってかなりのバラつきが見られる

ものの、全体としては不確実性の高まりが経済活動を圧迫するとの見方は継続しているもようだ。 
分野別では、消費はインフレ削減法（IRA）に基づく電気自動車（EV）税額控除が９月 30 日
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で撤廃を受け、EV 需要こそ堅調だったものの、小売商品をはじめ全体としてはわずかに減少し

た。また、ラグジュアリーな旅行・宿泊など高所得者層の消費が好調を維持する一方、物価上昇

と経済の不確実性の高まりから、中・低所得層では割引・プロモーションを求める傾向が報告さ

れており、所得階層による消費の K 字構造（注１）がより鮮明になっている様子も指摘している。 
労働市場は、「労働需要は全地区・全セクターでおおむね低調だった」としたほか、「ほとんど

どの地区でより多くの雇用主がレイオフや需要の減少により、人員削減を行った」とした。政府

閉鎖に伴って雇用統計の発表が延期されているものの、今回の報告や民間機関が発表している各

種統計（注２）の動向などを踏まえると、労働市場の減速傾向は継続していると言えそうだ。ま

たミクロレベルでは、人工知能（AI）投資の増加に伴い、人員削減が進んでいることを指摘する

声や、雇用主が採用に際しフルタイムではなく臨時雇用やパートタイムを好んでいるとの声など

も聞かれている。そのため、今後、望む職に就くことがより困難となる可能性を示唆する報告も

出ている。一方で、移民政策の厳格化に伴う娯楽・接客業や農業、建設、製造業で労働供給の不

足も報告されている。 
価格は、「期間中さらに上昇した」とした。関税引き上げに伴う輸入コスト以外にも、保険・医

療・専門技術サービスなどのサービスコストが上昇し、投入コストの上昇ペースは加速したもよ

うだ。また、一部からはコーヒーや牛肉など食料品価格の上昇を指摘する声もあった。一方で、

消費者への価格転嫁に関してはまちまちで、需要が低迷する中で市場シェアを維持するために転

嫁を控えているとの報告も引き続き複数されている。 
（注１）富裕層と貧困層の経済格差など経済の二極化が進む状態。 
（注２）例えば、調査会社 ADP の雇用統計では、９月の非農業部門雇用者数は前月と比較して３

万 2,000 人減と、２カ月連続で減少している。求人検索サイト Indeed が発表しているレ

ポートでも、９月の求人掲載数の減少（前月比 2.5％減）が報告されている。 
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●化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 

2025年07月 2025年06月 2024年07月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 817.8 810.4 798.3 年間指数

  機器 1,028.0 1,017.3 1,002.7 2017 = 567.5
    熱交換器及びタンク 798.2 787.5 798.6 2018 = 603.1
    加工機械 1,046.8 1,038.8 1,027.4 2019 = 607.5
    管、バルブ及びフィッティング 1,406.3 1,398.5 1,348.2 2020 = 596.2
    プロセス計器 597.3 588.4 578.8 2021 = 708.8
    ポンプ及びコンプレッサー 1,654.0 1,649.3 1,562.6 2022 = 816.0
    電気機器 882.2 869.4 833.2 2023 = 797.9
    構造支持体及びその他のもの 1,124.8 1,109.2 1,109.2 2024 = 796.2
  建設労務 386.6 384.7 378.8
  建物 827.2 825.6 796.6
  エンジニアリング及び管理 314.5 314.9 315.7

米国の化学プラント建設コスト指数

 

 
（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2025 年 10 月号より作成） 
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●米国産業機械の輸出入統計（2025 年７月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2025 年７月の米国における産業機械の輸出入

の概要は、次のとおりである。 

(1) 産業機械の輸出は、42 億 6,513 万ドル（対前年同月比 5.5%増）となった。ボイラ・原動機、

化学機械、風水力機械、動力伝導装置は対前年同月比がプラスとなったが、鉱山機械、プラ

スチック機械、運搬機械、金属加工機械、業務用洗濯機、積層造形用機械は対前年同月比が

マイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、69 億 4,939 万ドル（対前年同月比 6.2%増）となった。ボイラ・原動機、

化学機械、プラスチック機械、運搬機械、動力伝導装置は対前年同月比がプラスとなったが、

鉱山機械、風水力機械、金属加工機械、業務用洗濯機、積層造形用機械は対前年同月比がマ

イナスとなった。 

(3) 産業機械の純輸入は、26 億 8,426 万ドルとなり、115 ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。

すべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 10 億 4,274 万ドル（対前年同月比 5.4%増）となり、部品（ガ

スタービン用）や部品（蒸気タービン用）などの増加により、３ヵ月振りに前年同月比が

プラスとなった。輸入は 12 億 1,004 万ドル（対前年同月比 19.5%増）となり、部品（ガス

タービン用）や部品（その他）などの増加により、16 ヵ月連続で対前年同月比がプラスと

なった。 

② 鉱山機械は、輸出が 9,770 万ドル（対前年同月比 2.6%減）となり、せん孔機や破砕機な

どの減少により、２か月振りに前年同月比がマイナスとなった。輸入は１億 7,102 万ドル

（対前年同月比 16.0%減）となり、破砕機や部品などの減少により、15 ヵ月連続で対前年

同月比がマイナスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 11 億 1,307 万ドル（対前年同月比 2.5%増）となり、部品（ろ過機用）

や温度処理機械（熱交換装置）などの増加により、２ヵ月連続で対前年同月比がプラスと

なった。輸入は 18 億 2,453 万ドル（対前年同月比 16.6%増）となり、温度処理機械（その

他）や分離ろ過機（液体ろ過機）などの増加により、２ヵ月振りに対前年同月比がプラス

となった。 

④ プラスチック機械は、輸出が１億 1,116 万ドル（対前年同月比 0.9%減）となり、押出成

形機や射出成型機などの減少により、２ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。輸

入は３億 3,103 万ドル（対前年同月比 42.4%増）となり、その他の機械や射出成形機など

の増加により、３ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が 11 億 3,174 万ドル（対前年同月比 13.3%増）となり、ポンプ（紙

パ用等遠心式）や送風機（その他）などの増加により、４ヵ月振りに対前年同月比がプラ

スとなった。輸入は 13 億 7,460 万ドル（対前年同月比 6.8%減）となり、圧縮機（遠心式

及び軸流式）やポンプ（ピストンエンジン用）などの減少により、４ヵ月連続で対前年同
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月比がマイナスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が３億 8,664 万ドル（対前年同月比 0.8%減）となり、巻上機（その他

の機械装置）やクレーン（移動リフト・ストラドル）などの減少により、２ヶ月連続で対

前年同月比がマイナスとなった。輸入は 12 億 2,661 万ドル（対前年同月比 3.6%増）とな

り、部品（空圧式エレベータ・コンベヤ用）や巻上機（産業用ロボット）などの増加によ

り、10 ヵ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 6,855 万ドル（対前年同月比 7.6%減）となり、熱間鍛造機（密

閉型）や冷間金属加工（機械プレス）などの減少により、２ヵ月振りに対前年同月比がマ

イナスとなった。輸入は２億 404 万ドル（対前年同月比 3.5%減）となり、部品（圧延機用）

やスリッター機等（スリッター機・裁断機）などの減少により、４ヵ月連続で対前年同月

比がマイナスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 3,723 万ドル（対前年同月比 1.7%減）となり、乾燥機（10kg
超・品物用）や洗濯機（10kg 超）などの減少により、４ヵ月連続で対前年同月比がマイナ

スとなった。輸入は１億 8,365 万ドル（対前年同月比 24.0%減）となり、洗濯機（10kg 超）

や乾燥機（10kg 超・品物用）などの減少により、５ヵ月連続で対前年同月比がマイナスと

なった。 

⑨ 動力伝導装置は、輸出が２億 7,629 万ドル（対前年同月比 23.5%増）となり、歯車及び歯

車伝導機や部品（ギヤボックス等変速機用）などの増加により、３ヵ月連続で対前年同月

比がプラスとなった。輸入は４億 2,387 万ドル（対前年同月比 0.5%減）となり、部品（ギ

ヤボックス等変速機用）やギヤボックス等変速機（手動可変式・その他）などの減少によ

り、８ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑩ 積層造形用機械は、輸出が 1,422 万ドル（対前年同月比 28.4%減）となり、積層造形用機

械（プラスチック）や積層造形用機械（メタル）などの減少により、２ヵ月連続で対前年

同月比がマイナスとなった。輸入は 4,690 万ドル（対前年同月比 20.4%減）となり、積層

造形用機械（メタル）や積層造形用機械（プラスチック）などの減少により、２ヵ月連続

で対前年同月比がマイナスとなった。 

― 60 ―

情報報告　シカゴ



出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図１ 米国における産業機械の輸出金額の推移 

 

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図２ 米国における産業機械の輸入金額の推移 

2024 年 2025 年 

 

   

2024 年 2025 年 
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2025年07月 2024年07月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 424.001 40.7 426.804 41.9 -0.7 53.450 55.396

1 ボイラ・原動機 部品 618.738 59.3 591.415 58.1 4.6 -220.750 -49.341

小計 1,042.739 100.0 1,018.219 100.0 2.4 -167.300 6.055

機械類 40.122 41.1 45.122 45.0 -11.1 -60.495 -75.893

2 鉱山機械 部品 57.575 58.9 55.207 55.0 4.3 -12.830 -27.493

小計 97.697 100.0 100.328 100.0 -2.6 -73.325 -103.386

機械類 820.456 73.7 840.634 77.4 -2.4 -684.573 -423.045

3 化学機械 部品 292.611 26.3 245.749 22.6 19.1 -26.893 -55.935

小計 1,113.066 100.0 1,086.384 100.0 2.5 -711.466 -478.980

機械類 55.088 49.6 57.148 50.9 -3.6 -160.304 -66.802

4 プラスチック機械 部品 56.074 50.4 55.023 49.1 1.9 -59.567 -53.485

小計 111.162 100.0 112.171 100.0 -0.9 -219.872 -120.287

機械類 864.118 76.4 729.520 73.0 18.5 -147.624 -401.610

5 風水力機械 部品 267.624 23.6 269.336 27.0 -0.6 -95.233 -73.879

小計 1,131.742 100.0 998.856 100.0 13.3 -242.857 -475.488

機械類 245.015 63.4 254.020 65.2 -3.5 -629.609 -602.176

6 運搬機械 部品 141.630 36.6 135.736 34.8 4.3 -210.355 -191.547

小計 386.644 100.0 389.756 100.0 -0.8 -839.964 -793.723

機械類 63.488 92.6 68.570 92.4 -7.4 -100.057 -68.203

7 金属加工機械 部品 5.063 7.4 5.613 7.6 -9.8 -35.427 -69.075

小計 68.551 100.0 74.183 100.0 -7.6 -135.484 -137.279

機械類 34.954 93.9 35.651 94.2 -2.0 -120.022 -177.211

8 業務用洗濯機 部品 2.278 6.1 2.209 5.8 3.1 -26.399 -26.725

小計 37.232 100.0 37.860 100.0 -1.7 -146.421 -203.936

機械類 203.548 73.7 162.567 72.7 25.2 -96.673 -127.435

9 動力伝導装置 部品 72.746 26.3 61.147 27.3 19.0 -50.901 -70.586

小計 276.294 100.0 223.715 100.0 23.5 -147.574 -198.021

機械類 5.387 37.9 11.650 58.7 -53.8 -23.656 -30.810

10 積層造形用機械 部品 8.835 62.1 8.202 41.3 7.7 -9.027 -8.249

小計 14.221 100.0 19.852 100.0 -28.4 -32.683 -39.059

機械類 2,750.789 64.5 2,620.037 64.8 5.0 -1,945.907 -1,886.978

部品 1,514.338 35.5 1,421.435 35.2 6.5 -738.354 -618.067

合計 4,265.127 100.0 4,041.472 100.0 5.5 -2,684.261 -2,505.045

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 370.551 30.6 371.409 36.7 -0.2 -3.5 12.61

1 ボイラ・原動機 部品 839.488 69.4 640.756 63.3 31.0 -347.4 -35.68

小計 1,210.039 100.0 1,012.165 100.0 19.5 -2,863.1 -16.04

機械類 100.617 58.8 121.015 59.4 -16.9 20.3 -150.78

2 鉱山機械 部品 70.405 41.2 82.700 40.6 -14.9 53.3 -22.28

小計 171.022 100.0 203.714 100.0 -16.0 29.1 -75.05

機械類 1,505.028 82.5 1,263.679 80.7 19.1 -61.8 -83.44

3 化学機械 部品 319.504 17.5 301.685 19.3 5.9 51.9 -9.19

小計 1,824.532 100.0 1,565.364 100.0 16.6 -48.5 -63.92

機械類 215.392 65.1 123.950 53.3 73.8 -140.0 -291.00

4 プラスチック機械 部品 115.641 34.9 108.508 46.7 6.6 -11.4 -106.23

小計 331.033 100.0 232.458 100.0 42.4 -82.8 -197.79

機械類 1,011.742 73.6 1,131.129 76.7 -10.6 63.2 -17.08

5 風水力機械 部品 362.857 26.4 343.215 23.3 5.7 -28.9 -35.58

小計 1,374.599 100.0 1,474.344 100.0 -6.8 48.9 -21.46

機械類 874.624 71.3 856.196 72.3 2.2 -4.6 -256.97

6 運搬機械 部品 351.984 28.7 327.283 27.7 7.5 -9.8 -148.52

小計 1,226.608 100.0 1,183.479 100.0 3.6 -5.8 -217.24

機械類 163.545 80.2 136.774 64.7 19.6 -46.7 -157.60

7 金属加工機械 部品 40.490 19.8 74.688 35.3 -45.8 48.7 -699.70

小計 204.035 100.0 211.461 100.0 -3.5 1.3 -197.64

機械類 154.976 84.4 212.862 88.0 -27.2 32.3 -343.37

8 業務用洗濯機 部品 28.677 15.6 28.934 12.0 -0.9 1.2 -1158.96

小計 183.653 100.0 241.796 100.0 -24.0 28.2 -393.27

機械類 300.221 70.8 290.002 68.8 3.5 24.1 -47.49

9 動力伝導装置 部品 123.647 29.2 131.734 31.2 -6.1 27.9 -69.97

小計 423.868 100.0 421.736 100.0 0.5 25.5 -53.41

機械類 29.043 61.9 42.460 72.1 -31.6 23.2 -439.15

10 積層造形用機械 部品 17.861 38.1 16.451 27.9 8.6 -9.4 -102.17

小計 46.904 100.0 58.911 100.0 -20.4 16.3 -229.81

機械類 4,696.696 67.6 4,507.015 68.8 4.2 -3.1 -70.74

部品 2,252.693 32.4 2,039.502 31.2 10.5 -19.5 -48.76

合計 6,949.389 100.0 6,546.518 100.0 6.2 -7.2 -62.94

輸入
2025年07月 2024年07月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2025年07月 2024年07月
輸出

産業機械合計
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(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 146 1.276 403 4.030 -68.3

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 60 0.363 173 0.761 -52.3

19 その他蒸気発生ボイラ * 268 3.083 931 6.249 -50.7

20 過熱水ボイラ * 35 0.352 1 0.017 1,927.7

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 40 0.637 131 0.651 -2.2

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 76 0.821 58 0.971 -15.5

0050 補助機器（その他） * 39 0.906 34 0.400 126.7

20 蒸気原動機用復水器 * 113 0.471 55 0.321 46.8

8406 - 10 蒸気タービン (船用) 4 0.026 0 0.000 -

81 蒸気タービン（＞40MW） 0 0.000 0 0.000 -

82 蒸気タービン (≦40MW） 11 0.338 141 5.127 -93.4

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 117 0.327 45 0.184 77.4

12 液体タービン（≦10MW） 1 0.025 1 0.031 -21.1

13 液体タービン（＞10MW） 259 0.707 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 57 29.634 47 18.047 64.2

82 ガスタービン（＞5MW） 84 129.367 45 130.666 -1.0

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 78,384 129.327 81,066 127.855 1.2

29 液体原動機（その他） 41,998 54.378 45,673 66.759 -18.5

31 気体原動機(シリンダ） 190,989 21.715 179,746 19.014 14.2

39 気体原動機(その他） 35,072 31.121 25,248 24.223 28.5

80 その他原動機 148,038 19.129 186,220 21.497 -11.0

- 424.001 - 426.804 -0.7

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 7.136 X 10.497 -32.0

8404 - 90 部品(補助機器用） X 3.319 X 1.635 103.0

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 33.410 X 19.913 67.8

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 1.765 X 2.669 -33.9

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 461.152 X 431.419 6.9

8412 - 90 部品（その他） X 111.955 X 125.283 -10.6

- 618.738 - 591.415 4.6

- 1,042.739 - 1,018.219 2.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸出）

(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 3,053 10.576 2,082 16.721 -36.7

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 1,307 0.479 3,451 0.846 -43.4

8474 - 10 選別機 443 19.922 288 11.628 71.3

20 破砕機 201 8.553 401 13.054 -34.5

39 混合機 52 0.593 261 2.873 -79.4

- 40.122 - 45.122 -11.1

8474 - 90 部品 X 57.575 X 55.207 4.3

- 57.575 - 55.207 4.3

- 97.697 - 100.328 -2.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(1) ボイラ・原動機　（輸出）

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

表２　米国における産業機械の輸出統計（詳細）

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 188,988 22.983 155,766 26.804 -14.3

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 21,840 11.192 28,428 16.102 -30.5

20 〝 (減菌器） 1,639 9.854 1,584 10.817 -8.9

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 15 0.150 2 0.028 432.9

39 〝 (乾燥機・その他） 1,658 8.642 3,403 6.789 27.3

40 〝 (蒸留機） 49 0.678 59 0.641 5.7

50 〝 (熱交換装置） 187,512 164.048 247,757 145.040 13.1

60 〝（気体液化装置） 940 14.573 375 7.640 90.7

89 〝（その他） 12,655 45.867 14,797 59.520 -22.9

8405 - 10 発生炉ガス発生機 692 2.668 20,980 7.476 -64.3

8479 - 82 混合機 24,497 28.403 20,354 27.891 1.8

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 60 0.180 4 0.058 211.0

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,431 11.122 1,553 13.975 -20.4

29 〝（液体ろ過機） 7,456,661 209.126 13,479,953 238.341 -12.3

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 268,415 93.645 313,000 89.327 4.8

39 〝 (気体ろ過機・その他） 2,804,603 174.201 3,238,560 178.635 -2.5

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 55 0.283 255 2.392 -88.2

20 〝 （製紙用） 234 1.694 46 0.945 79.3

30 〝 （仕上用） 5 0.291 2 0.041 614.6

8441 - 10 〝 （切断機） 240 4.345 250 5.926 -26.7

40 〝 （成形用） 284 7.019 2 0.045 15,355.2

80 〝 （その他） 217 9.492 78 2.201 331.3

- 820.456 - 840.634 -2.4

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 2.958 X 1.821 62.5

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 1.739 X 4.018 -56.7

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 9.812 X 10.316 -4.9

99 部品（ろ過機用） X 241.058 X 189.585 27.2

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 6.370 X 6.934 -8.1

99 部品（製紙・仕上機用） X 7.927 X 11.798 -32.8

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 22.747 X 21.277 6.9

- 292.611 - 245.749 19.1

- 1,113.066 - 1,086.384 2.5
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 104 12.473 161 15.314 -18.6

20 押出成形機 77 7.127 151 13.865 -48.6

30 吹込み成形機 88 2.913 51 3.511 -17.0

40 真空成形機 372 4.276 300 5.033 -15.0

51 その他の機械（成形用） 998 3.716 134 0.478 677.1

59 その他のもの（成形用） 252 10.215 145 6.574 55.4

80 その他の機械 961 14.367 747 12.374 16.1

2,852 55.088 1,689 57.148 -3.6

8477 - 90 部品 X 56.074 X 55.023 1.9

- 56.074 - 55.023 1.9

- 111.162 - 112.171 -0.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(5) 風水力機械 （輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 36,510 23.365 42,606 24.918 -6.2

30 1,030,968 104.335 1,248,448 116.183 -10.2

50 - 0010 2,379 17.239 4,293 22.377 -23.0

0050 48,915 22.510 47,040 22.730 -1.0

0090 10,372 30.299 16,195 48.604 -37.7

60 - 0050 55 0.739 53 0.531 39.3

0070 2,140 2.040 2,032 1.151 77.2

0090 15,633 48.925 19,701 54.208 -9.7

70 142,456 230.656 198,357 104.427 120.9

81 81,565 44.812 81,149 44.587 0.5

82 494 0.188 6,575 1.488 -87.4

8414 - 80 - 1618 7,926 5.435 7,161 5.073 7.1

1642 67 1.005 198 1.217 -17.4

1655 1,386 7.439 431 3.114 138.9

1660 228 0.634 518 0.599 5.9

1667 179 3.124 60 1.266 146.7

1675 529 9.232 304 6.076 51.9

1680 6,585 17.051 10,861 6.117 178.8

1685 174 1.256 166 1.125 11.7

1690 72,407 15.102 33,858 5.063 198.3

2015 3,481 25.503 361 24.501 4.1

2055 1,408 8.107 1,664 9.559 -15.2

2065 12 0.682 60 2.368 -71.2

2075 27 2.727 65 13.237 -79.4

9000 80,167 50.778 227,316 57.459 -11.6

59 - 9080 2,152,142 146.779 1,742,934 116.139 26.4

10 真空ポンプ 106,152 44.156 111,956 35.404 24.7

3,804,357 864.118 3,804,362 729.520 18.5

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 19.434 X 20.672 -6.0

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 9.758 X 11.160 -12.6

9520 〃（ポンプ用その他） X 130.660 X 122.279 6.9

92 〃（液体エレベータ） X 1.567 X 1.612 -2.8

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 23.704 X 22.984 3.1

2095 〃（その他圧縮機その他） X 49.855 X 54.163 -8.0

9100 〃（真空ポンプ） X 32.646 X 36.466 -10.5

- 267.624 - 269.336 -0.6

- 1,131.742 - 998.856 13.3

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

ポンプ（その他計器付設型）

HS コード 品    名

〃 （油井用回転容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

〃 （ピストンエンジン用）

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （タービンポンプその他）

液体エレベータ

圧縮機（定置往復式≦11.19KW）

〃 （その他）

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （〃＞746KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （定置式その他）

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

〃 （携帯式その他）

送風機（その他）

総合計

機械類合計

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 47 2.799 56 3.293 -15.0

12 881 1.669 578 6.415 -74.0

19 141 2.121 155 3.264 -35.0

20 56 4.924 35 1.089 352.1

30 223 1.329 228 1.454 -8.6

91 327 5.562 345 7.078 -21.4

99 66 0.811 241 2.052 -60.5

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 2,997 9.138 3,933 8.041 13.6

11 5,190 17.417 4,222 15.117 15.2

19 6,347 5.492 39,128 7.461 -26.4

31 4,973 6.222 7,412 8.160 -23.7

8428 - 60 4 0.021 5 0.086 -75.5

70 1,121 28.272 688 18.160 55.7

90 - 0310 235 3.248 318 4.358 -25.5

0390 69,823 48.426 95,027 66.163 -26.8

8425 - 41   

   （据付け式） 389 2.016 257 1.365 47.7

42 8,448 6.333 12,437 9.246 -31.5

49 98,300 6.809 121,726 6.505 4.7

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベヤ） 202 1.996 679 4.825 -58.6

0050 〃（空圧式エレベータ） 238 2.686 279 3.327 -19.3

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,777 28.261 1,735 25.663 10.1

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 15 0.197 1 0.011 1697.0

31 その他連続式エレベータ・コンベヤ  

  （地下使用形） 13 0.366 4 0.089 311.0

32 〃（その他バケット型） 24 0.458 67 1.614 -71.6

33 〃（その他ベルト型） 1,496 18.631 1,710 19.270 -3.3

39 〃（その他のもの） 19,193 39.813 19,957 29.914 33.1

222,526 245.015 311,223 254.020 -3.5

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 4.291 X 3.537 21.3

0090 〃（その他巻上機等用） X 12.017 X 10.834 10.9

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.621 X 0.668 -7.0

0040 〃（エスカレータ用） X 8.256 X 6.894 19.8

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 3.927 X 3.827 2.6

39 - 0010 〃（空圧式エレベータ・コンベヤ用） X 37.235 X 35.701 4.3

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 7.280 X 10.157 -28.3

0090 〃（その他の運搬機械用） X 38.337 X 41.417 -7.4

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 9.293 X 8.749 6.2

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 2.353 X 2.783 -15.4

1090 〃（その他クレーン用） X 18.019 X 11.169 61.3

- 141.630 - 135.736 4.3

- 386.644 - 389.756 -0.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2024年07月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフト・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2025年07月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （産業用ロボット)

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード
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(7) 金属加工機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 29 0.286 6 0.084 241.1

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 21 0.714 118 3.140 -77.2

22 〃（冷間圧延用） 66 1.041 42 0.640 62.7

8462 - 11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 80 2.516 82 9.215 -72.7

19 注1 〃（その他） 3 0.449 24 2.518 -82.2

22 注1 〃（形状成型機） 76 1.455 225 2.749 -47.1

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 47 1.729 31 1.824 -5.2

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 21 0.175 1 0.152 15.2

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 1 0.020 1 0.123 -83.9

26 注1 〃（その他の数値制御式） 129 2.544 58 2.449 3.9

29 〃（その他） 1,201 12.065 13,701 14.363 -16.0

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 407 15.428 16 1.083 1324.9

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 9 0.577 37 1.038 -44.4

39 〃（その他） 634 2.172 516 1.574 38.0

42 注1 〃（数値制御式） 34 4.226 39 2.777 52.2

49 〃（その他） 172 0.598 942 3.961 -84.9

51 注1 炉心管（数値制御式） 5 0.271 18 2.055 -86.8

59 注1 〃（その他） 18 0.371 44 1.187 -68.8

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 49 1.993 49 1.483 34.4

62 注1 〃（機械プレス） 168 4.086 1,343 8.828 -53.7

63 注1 〃（サーボプレス） 178 3.361 265 4.790 -29.8

69 注1 〃（その他） 86 0.899 22 0.209 329.6

90 注1 その他 524 6.511 974 2.327 179.8

3,958 63.488 18,554 68.570 -7.4

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 5.063 X 5.613 -9.8

- 5.063 - 5.613 -9.8

- 68.551 - 74.183 -7.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目

(8) 業務用洗濯機　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 586 0.493 23 0.019 2478.7

19 〃（〃・その他） 372 0.150 416 0.170 -11.4

20 〃（10kg超） 50,134 24.215 57,345 24.573 -1.5

8451 - 10 ドライクリーニング機 79 0.651 3 0.028 2248.7

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 25,261 9.445 30,613 10.861 -13.0

76,432 34.954 88,400 35.651 -2.0

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 2.278 X 2.209 3.1

- 2.278 - 2.209 3.1

- 37.232 - 37.860 -1.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2025年07月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2025年07月

(注）・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「*」の数量単位は「kg」である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計
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(9) 動力伝導装置　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 13,075 13.309 9,192 13.164 1.1

4010 ギヤボックス等変速機（固定比） 11,687 42.481 15,241 36.072 17.8

4050 〃（手動可変式） 110,671 71.641 127,715 66.422 7.9

7000 〃（その他） 4,567 17.614 2,700 8.896 98.0

9000 歯車及び歯車伝導機 10,543,491 58.503 11,379,841 38.013 53.9

- 203.548 - 162.567 25.2

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 72.746 X 61.147 19.0

- 72.746 - 61.147 19.0

- 276.294 - 223.715 23.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 44 1.358 89 2.432 -44.2

20 注1 〃（プラスチック） 266 3.577 471 7.838 -54.4

30 注1 〃（プラスター） 2 0.004 1 0.011 -64.7

80 注1 〃（その他） 69 0.448 166 1.369 -67.3

- 5.387 - 11.650 -53.8

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 8.835 X 8.202 7.7

- 8.835 - 8.202 7.7

- 14.221 - 19.852 -28.4
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

HS コード 品    名

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2025年07月
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 11 0.237 1 0.003 9,276.0

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 208 3.797 57 1.088 248.8

19 その他蒸気発生ボイラ * 244 4.127 105 1.835 124.9

20 過熱水ボイラ * 62 1.715 128 4.280 -59.9

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 639 2.051 191 1.199 71.0

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 3 0.007 0 0.000 -

0050 補助機器（その他） * 273 3.573 251 1.480 141.4

20 蒸気原動機用復水器 * 62 0.432 133 1.070 -59.7

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 0 0.000 4 0.222 -100.0

81 蒸気タービン（>40MW) 9 0.028 0 0.000 -

82 蒸気タービン(≦40MW) 26 0.107 14 13.247 -99.2

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 15 0.033 1 0.050 -33.0

12 液体タービン（≦10MW） 1 0.032 0 0.000 -

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 3 0.003 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 73 20.134 73 24.898 -19.1

82 ガスタービン（＞5MW） 29 25.970 15 13.020 99.5

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 1,270,173 150.726 789,141 154.596 -2.5

29 液体原動機（その他） 123,711 92.584 138,235 89.466 3.5

31 気体原動機(シリンダ） 546,802 32.086 694,418 34.099 -5.9

39 気体原動機(その他） 129,948 23.974 136,700 18.981 26.3

80 その他原動機 515,055 8.933 442,963 11.875 -24.8

- 370.551 - 371.409 -0.2

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 2.688 X 28.779 -90.7

8404 - 90 部品(補助機器用） X 13.387 X 2.463 443.6

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 47.665 X 25.980 83.5

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 3.766 X 1.802 109.0

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 419.390 X 303.160 38.3

8412 - 90 部品（その他） X 352.592 X 278.574 26.6

- 839.488 - 640.756 31.0

- 1,210.039 - 1,012.165 19.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 738 14.627 1,328 12.484 17.2

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 59,236 5.555 78,165 6.388 -13.0

8474 - 10 選別機 5,008 29.191 815 32.859 -11.2

20 破砕機 1,240 48.306 1,190 61.873 -21.9

39 混合機 829 2.939 2,181 7.411 -60.3

- 100.617 - 121.015 -16.9

8474 - 90 部品 X 70.405 X 82.700 -14.9

- 70.405 - 82.700 -14.9

- 171.022 - 203.714 -16.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）

Ch.(%)

Ch.(%)

2024年07月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(1) ボイラ・原動機　（輸入）

2025年07月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2025年07月 2024年07月
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(3) 化学機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 27,744 31.011 135,243 63.435 -51.1

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 204,464 52.622 157,502 38.547 36.5

20 〝 (減菌器） 9,229 20.223 12,881 15.654 29.2

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 128 4.154 59 4.275 -2.8

39 〝 (乾燥機・その他） 13,604 26.411 13,468 17.704 49.2

40 〝 (蒸留機） 9,994 19.386 3,245 3.343 479.9

50 〝 (熱交換装置） 1,177,382 204.921 1,055,398 184.748 10.9

60 〝（気体液化装置） 1,043 5.490 7,410 9.685 -43.3

89 〝（その他） 545,462 281.707 312,890 126.587 122.5

8405 - 10 発生炉ガス発生機 177,671 2.003 91,557 0.741 170.3

8479 - 82 混合機 249,492 91.057 204,032 83.691 8.8

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 483 6.636 1,624 2.188 203.3

8421 - 19 〝（遠心分離機） 86,868 35.315 109,401 25.879 36.5

29 〝（液体ろ過機） 34,699,327 160.883 30,757,204 133.194 20.8

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 1,146,690 246.196 1,073,546 244.123 0.8

39 〝 (気体ろ過機・その他） 11,766,508 236.198 12,763,218 239.447 -1.4

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 27 1.602 20 1.198 33.8

20 〝 （製紙用） 19 0.133 16 2.092 -93.6

30 〝 （仕上用） 215 10.139 278 18.431 -45.0

8441 - 10 〝 （切断機） 315,894 33.944 284,692 19.789 71.5

40 〝 （成形用） 10 1.871 82 10.817 -82.7

80 〝 （その他） 1,878 33.126 1,511 18.112 82.9

- 1,505.028 - 1,263.679 19.1

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 1.300 X 0.154 742.1

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 3.774 X 13.601 -72.3

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 20.596 X 19.917 3.4

99 部品（ろ過機用） X 211.127 X 187.297 12.7

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 10.577 X 13.571 -22.1

99 部品（製紙・仕上機用） X 24.778 X 38.443 -35.5

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 47.352 X 28.701 65.0

- 319.504 - 301.685 5.9

- 1,824.532 - 1,565.364 16.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目      
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 605 75.431 472 54.949 37.3

20 押出成形機 96 16.841 52 12.311 36.8

30 吹込み成形機 205 25.353 32 10.333 145.4

40 真空成形機 129 14.505 170 4.437 226.9

51 その他の機械（成形用） 248 13.848 31 2.797 395.1

59 その他のもの（成形用） 148 6.530 136 5.882 11.0

80 その他の機械 7,170 62.885 49,802 33.240 89.2

8,601 215.392 50,695 123.950 73.8

8477 - 90 部品 X 115.641 X 108.508 6.6

- 115.641 - 108.508 6.6

- 331.033 - 232.458 42.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

機械類合計

HS コード

部品合計

品    名

総合計

Ch.(%)

2025年07月 2024年07月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

Ch.(%)品    名HS コード

2025年07月 2024年07月
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(5) 風水力機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 194,879 16.130 373,466 28.686 -43.8

30 5,192,175 233.492 5,946,735 267.925 -12.9

50 - 0010 3,392 16.824 3,552 17.418 -3.4

0050 207,185 21.606 202,842 12.577 71.8

0090 286,632 32.542 246,933 30.277 7.5

60 - 0050 141 0.166 1,642 0.236 -29.9

0070 5,695 1.894 12,570 1.381 37.1

0090 660,151 44.184 743,922 52.290 -15.5

70 3,892,214 182.254 3,908,122 166.688 9.3

81 807,334 37.020 716,864 33.408 10.8

82 29,472 1.639 7,938 0.615 166.5

8414 - 80 - 1605 111,789 12.631 92,783 12.335 2.4

1615 25,295 4.250 17,057 2.615 62.5

1625 6,210 3.057 4,008 1.996 53.2

1635 1,175 1.568 1,235 1.577 -0.5

1640 325 0.509 363 0.874 -41.7

1645 822 1.401 644 1.229 14.0

1655 753 7.105 150 0.894 694.4

1660 5,494 6.413 3,460 6.836 -6.2

1665 3,858 7.927 2,491 7.624 4.0

1670 870 7.144 571 6.101 17.1

1675 831 20.891 802 26.969 -22.5

1680 14,365 4.755 14,535 8.705 -45.4

1685 757,763 26.056 1,055,003 33.797 -22.9

1690 226,789 15.540 233,888 16.615 -6.5

2015 3,128 12.314 19,242 61.352 -79.9

2055 30,933 8.087 53,972 11.618 -30.4

2065 137 3.875 36 1.055 267.4

2075 65 11.406 131 31.443 -63.7

9000 600,984 14.902 524,926 18.729 -20.4

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 1,706,865 62.577 1,206,167 51.067 22.5

6590 〃（その他軸流式） 2,341,330 65.939 2,247,812 82.043 -19.6

6595 〃（その他） 2,046,597 55.335 1,781,120 59.458 -6.9

10 真空ポンプ 731,472 70.308 648,699 74.695 -5.9

19,897,120 1,011.742 20,073,681 1,131.129 -10.6

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 12.204 X 12.245 -0.3

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 0.685 X 0.966 -29.1

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 28.001 X 23.711 18.1

9096 〃（ポンプ用その他） X 155.387 X 141.689 9.7

92 〃（液体エレベータ） X 2.387 X 3.201 -25.4

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 37.258 X 43.187 -13.7

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） X 21.560 X 22.162 -2.7

4175 〃（その他圧縮機その他） X 66.582 X 64.134 3.8

9140 〃（真空ポンプ） X 13.684 X 9.667 41.6

9180 〃（その他） X 25.111 X 22.254 12.8

- 362.857 - 343.215 5.7

- 1,374.599 - 1,474.344 -6.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

Ch.(%)

2025年07月 2024年07月
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(6) 運搬機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

Ch.(%)

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

414 7.390 99 2.047 261.0

12 2,068 11.094 1,350 15.554 -28.7

19 2,660 10.294 1,516 5.883 75.0

20 149 18.838 99 1.581 1091.4

30 37 0.396 29 0.953 -58.4

91 281 12.459 279 13.251 -6.0

99 987 5.953 1,076 6.846 -13.0

8425 - 39

809,688 14.343 876,461 20.024 -28.4

11 19,247 12.293 19,349 14.373 -14.5

19 4,264,003 17.034 4,562,272 15.107 12.8

31 124,160 18.882 71,689 14.778 27.8

8428 - 60 1,211 5.705 2,370 11.907 -52.1

70 4,497 69.306 1,748 50.461 37.3

90 - 0310 623 11.426 5,002 9.953 14.8

0390 1,080,414 336.285 816,913 349.374 -3.7

8425 - 41

7,153 1.898 17,483 2.621 -27.6

42 　〃 （液圧式その他） 535,331 34.669 507,663 33.555 3.3

49 　〃 （その他のもの） 1,494,922 23.662 1,479,827 26.856 -11.9

8428 - 20 - 0010

1,668 12.141 638 7.289 66.6

0050 501 3.145 231 3.538 -11.1

10 〃（非連続エレ・スキップホイス） 15,321 24.268 12,171 23.159 4.8

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 254 4.655 649 2.538 83.4

31 その他連続式エレベータ・コンベヤ

  （地下使用形） 4 0.269 5 0.059 354.3

32 〃（その他バケット型） 199 2.967 374 1.860 59.5

33 〃（その他ベルト型） 8,018 68.950 7,133 65.529 5.2

39 〃（その他のもの） 217,655 146.304 61,305 157.098 -6.9

8,591,465 874.624 8,447,731 856.196 2.2

8431 - 10 - 0010 部品

X 9.447 X 12.036 -21.5

0090 X 17.469 X 15.379 13.6

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.224 X 0.495 -54.7

0040 X 1.129 X 1.815 -37.8

0060 X 32.140 X 46.210 -30.4

39 - 0010 X 146.469 X 105.952 38.2

0050 X 4.355 X 5.891 -26.1

0070 X 3.008 X 1.045 187.9

0080 X 117.482 X 103.848 13.1

49 - 1010 X 7.929 X 13.864 -42.8

1060 X 1.610 X 2.874 -44.0

1090 X 10.721 X 17.874 -40.0

- 351.984 - 327.283 7.5

- 1,226.608 - 1,183.479 3.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃（非連続作動エレベータ用）

〃（移動リ・ストラドル等用）

〃（天井・ガント・門形等用）

〃（その他クレーン用）

クレーン

巻上機

ジャッキ・ホイスト

　〃 （道路走行車両装備用）

　〃 （プーリタ・ホイス：電動）

　〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

　〃 （移動リフト・ストラドル）

　〃 （〃：その他）

　〃 （その他のもの）

　〃 （タワークレーン）

　〃 （森林での丸太取扱装置)

品    名

　〃 （門形ジブクレーン）

2025年07月 2024年07月

   （ウィン・キャップ：その他）

　〃 （非固定天井・ガントリ等）

   　（据付け式）

エスカレータ・エレベータ

　（空圧式コンベヤ）

　〃 （その他の機械装置)

　〃 （ケーブルカー等けん引装置)

　〃 （産業用ロボット)

〃（その他巻上機等用）

部品合計

機械類合計

〃（石油・ガス田機械装置用）

〃（森林での丸太取扱装置用）

   （固定支持式天井クレーン）

総合計

HS　コード

〃（その他巻上機用）

〃（空圧式エレベータ・コンベヤ用）

〃（空圧式エレベータ）

  （プーリタタック・ホイス用）

〃（エスカレータ用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(7) 金属加工機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 39 4.045 121 2.937 37.7

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 286 3.960 2,407 4.990 -20.6

22 〃（冷間圧延用） 13,498 15.706 435 3.587 337.9

8462 - 11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 205 3.177 76 4.611 -31.1

19 注1 〃（その他） 224 0.342 169 3.981 -91.4

22 注1 〃（形状成型機） 88 11.068 95 8.277 33.7

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 108 14.151 52 7.407 91.1

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 25 5.899 15 3.368 75.1

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 8 0.475 5 0.401 18.5

26 注1 〃（その他の数値制御式） 155 14.361 125 10.813 32.8

29 〃（その他） 13,299 29.502 9,597 20.981 40.6

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 57 4.889 192 10.122 -51.7

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 21 0.762 11 0.376 102.7

39 〃（その他） 958 3.405 971 4.702 -27.6

42 注1 〃（数値制御式） 45 16.423 37 8.803 86.6

49 〃（その他） 1,048 3.772 133 4.067 -7.2

51 注1 炉心管（数値制御式） 38 6.597 11 1.488 343.3

59 注1 〃（その他） 1,685 1.137 1,094 3.475 -67.3

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 407 6.944 549 8.899 -22.0

62 注1 〃（機械プレス） 22 5.986 54 7.416 -19.3

63 注1 〃（サーボプレス） 19 1.645 10 1.639 0.4

69 注1 〃（その他） 209 0.333 51 1.993 -83.3

90 注1 その他 946 8.967 1,722 12.443 -27.9

33,390 163.545 17,932 136.774 19.6

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 40.490 X 74.688 -45.8

- 40.490 - 74.688 -45.8

- 204.035 - 211.461 -3.5
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「kg」である。

(8) 業務用洗濯機　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 9,237 0.513 3,527 0.769 -33.2

19 〃（〃・その他） 52,703 1.147 27,184 0.945 21.4

20 〃（10kg超） 1,328,189 97.895 350,333 146.478 -33.2

8451 - 10 ドライクリーニング機 47 1.743 16 0.535 226.0

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 238,832 53.678 164,353 64.135 -16.3

1,629,008 154.976 545,413 212.862 -27.2

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 28.677 X 28.934 -0.9

- 28.677 - 28.934 -0.9

- 183.653 - 241.796 -24.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

Ch.(%)

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

2025年07月 2024年07月

品    名

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

機械類合計

HS コード 品    名

総合計

部品合計
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(9) 動力伝導装置　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 379,654 12.415 282,038 11.499 8.0

3040 ギヤボックス等変速機（固定比・紙パ機械用 6,441 0.870 5,643 0.593 46.6

3080 〃（手動可変式・紙パ機械用） 33,617 2.777 26,990 2.331 19.2

5010 〃（固定比・その他） 668,841 129.933 741,755 122.207 6.3

5050 〃（手動可変式・その他） 326,733 36.367 775,853 44.047 -17.4

7000 〃（その他） 552,770 49.144 838,620 41.088 19.6

9000 歯車及び歯車伝導機 4,707,956 68.715 5,649,057 68.237 0.7

- 300.221 - 290.002 3.5

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 123.647 X 131.734 -6.1

- 123.647 - 131.734 -6.1

- 423.868 - 421.736 0.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 490 11.297 46 20.645 -45.3

20 注1 〃（プラスチック） 59,209 15.124 72,864 18.338 -17.5

30 注1 〃（プラスター） 3 0.018 4 0.568 -96.8

80 注1 〃（その他） 2,354 2.604 378 2.909 -10.5

- 29.043 - 42.460 -31.6

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 17.861 X 16.451 8.6

- 17.861 - 16.451 8.6

- 46.904 - 58.911 -20.4
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード Ch.(%)

2025年07月

品    名

2024年07月

HS コード 品    名

2025年07月 2024年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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●米国プラスチック機械の輸出入統計（2025 年７月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2025 年７月の米国におけるプラスチック機械

の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で１億 1,116 万ドル（対前年同月比 0.9%減）となった。

輸出先は、メキシコが 2,779 万ドル（同 4.2％増）で最も大きく、次いでカナダが 2,286 万ド

ル（同 1.8%減）、タイが 843 万ドル（同 76.5%増）、中国が 461 万ドル（同 62.7%減）と続

く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 1,247 万ドル（同 18.6%減）、押出成形機は 713 万ド

ル（同 48.6%減）、吹込み成形機は 291 万ドル（同 17.0%減）、真空成形機及びその他の熱成

形機（以下「真空成形機等」という。）は 428 万ドル（同 15.0%減）となり、部分品は 5,607
万ドル（同 1.9%増）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で 3 億 3,103 万ドル（同 42.4%増）となった。輸入元は、

ドイツが 9,214 万ドル（同 38.9%増）で最も大きく、次いでカナダが 3,672 万ドル（同 73.8%
増）、日本が 2,970 万ドル（同 86.8%増）、オーストリアが 2,861 万ドル（同 13.7%減）と続

く。機種別の輸入金額は、射出成形機は 7,543 万ドル（同 37.3%増）、押出成形機は 1,684 万

ドル（同 36.8%増）、吹込み成形機は 2,535 万ドル（同 145.4%増）、真空成形機等は 1,450 万

ドル（同 226.9%増）となり、部分品は１億 1,564 万ドル（同 6.6%増）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体で 1,232 万ドル（同 9.1%増）となり、全輸出金額に

占める割合は 1.1%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 2,970 万ドル（同 86.8%増）となり、全輸入金額

に占める割合は 9.0%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、

1,505 万ドル（同 48.5%増）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 119.9 千ドル、押出成形機が 92.6
千ドル、吹込み成形機が 33.1 千ドル、真空成形機等が 11.5 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、19.3 千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 124.7 千ドル、押出成形機が 175.4
千ドル、吹込み成形機が 123.7 千ドル、真空成形機等が 112.4 千ドルとなった。また、全機

種の単純平均単価は、25.0 千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は

143.9 千ドルとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図１ 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 

 
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図２ 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 
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(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 46 2,259,549 5 1,536,608 722,941 47.0 0 0 0 0 -

イギリス 11 3,852,227 33 1,346,472 2,505,755 186.1 0 0 0 0 -

フランス 10 1,459,016 1 926,952 532,064 57.4 0 0 0 0 -

ドイツ 29 3,547,984 47 7,647,153 -4,099,169 -53.6 1 50,000 1 76,830 -34.9

イタリア 23 1,194,081 5 784,041 410,040 52.3 0 0 0 0 -

トルコ 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 -

小計 119 12,312,857 91 12,241,226 71,631 0.6 1 50,000 1 76,830 -34.9

カナダ 364 22,864,344 262 23,290,952 -426,608 -1.8 32 4,071,985 23 2,746,197 48.3

メキシコ 644 27,789,323 485 26,677,020 1,112,303 4.2 46 5,517,157 65 6,976,164 -20.9

コスタリカ 37 3,333,395 125 2,707,869 625,526 23.1 4 624,393 0 0 -

コロンビア 1 498,376 0 575,125 -76,749 -13.3 0 0 0 0 -

ベネズエラ 0 40,880 0 12,296 28,584 232.5 0 0 0 0 -

ブラジル 13 1,366,715 1 1,025,120 341,595 33.3 5 521,216 0 0 -

チリ 6 1,634,562 5 1,463,921 170,641 11.7 0 0 0 0 -

小計 1,059 55,893,033 873 54,288,382 1,604,651 3.0 87 10,734,751 88 9,722,361 10.4

日本 36 1,232,248 6 1,129,375 102,873 9.1 0 0 0 0 -

韓国 0 251,596 8 512,779 -261,183 -50.9 0 0 1 69,000 -100.0

中国 63 4,606,506 211 12,335,378 -7,728,872 -62.7 6 762,058 0 0 -

台湾 7 597,566 13 786,729 -189,163 -24.0 0 0 0 0 -

シンガポール 10 1,142,150 25 442,269 699,881 158.2 1 75,085 0 0 -

タイ 1,078 8,423,136 60 4,771,936 3,651,200 76.5 0 0 59 4,158,222 -100.0

インド 24 1,879,481 32 2,724,629 -845,148 -31.0 0 0 1 54,350 -100.0

小計 1,218 18,132,683 355 22,703,095 -4,570,412 -20.1 7 837,143 61 4,281,572 -80.4

その他 456 24,823,083 370 22,938,144 1,884,939 8.2 9 850,700 11 1,232,833 -31.0

合計 2,852 111,161,656 1,689 112,170,847 -1,009,191 -0.9 104 12,472,594 161 15,313,596 -18.6

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 25年07月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 8 671,320 - 18 452,312 117.0 17 86,625 - 938,392 -21.9

イギリス 1 126,954 - 0 0 - 1 14,400 -59.7 3,119,643 305.6

フランス 1 125,000 - 0 0 - 2 12,830 - 1,150,837 24.7

ドイツ 2 63,710 -84.9 1 201,600 - 5 34,893 27.5 2,416,187 -46.7

イタリア 1 172,260 117.5 2 73,063 - 0 0 - 737,341 32.7

トルコ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 0 -

小計 13 1,159,244 131.6 21 726,975 248.8 25 148,748 135.6 8,362,400 4.8

カナダ 8 686,748 -57.7 6 318,915 271.9 225 2,562,571 6,763.7 13,627,226 -12.7

メキシコ 24 1,853,206 23.2 0 0 -100.0 1 98,783 -95.3 11,818,343 27.0

コスタリカ 2 497,580 - 16 655,630 15.8 1 62,164 -95.5 1,217,123 60.8

コロンビア 0 0 - 0 0 - 0 0 - 494,622 -14.0

ベネズエラ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 40,880 232.5

ブラジル 0 0 - 0 0 - 0 0 - 748,374 -24.4

チリ 0 0 -100.0 0 0 - 3 31,104 - 1,525,249 11.8

小計 34 3,037,534 -2.9 22 974,545 -61.8 227 2,723,518 -22.3 27,946,568 2.5

日本 0 0 -100.0 0 0 -100.0 0 0 -100.0 533,879 -35.5

韓国 0 0 - 0 0 - 0 0 - 251,596 1.5

中国 1 56,547 -99.2 4 172,984 -32.4 7 72,415 624.2 2,398,876 4.2

台湾 3 254,000 247.2 0 0 - 1 13,643 - 82,319 -62.7

シンガポール 9 684,257 - 0 0 - 0 0 - 382,808 8.0

タイ 0 0 - 35 771,990 11,785.9 0 0 - 567,343 -6.6

インド 0 0 -100.0 2 168,234 - 0 0 - 1,238,443 -42.8

小計 13 994,804 -86.1 41 1,113,208 310.5 8 86,058 151.5 5,455,264 -18.9

その他 17 1,935,457 -37.0 4 98,609 -79.3 112 1,317,850 -7.8 14,309,874 9.6

合計 77 7,127,039 -48.6 88 2,913,337 -17.0 372 4,276,174 -15.0 56,074,106 1.9

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2025年07月)

プラスチック機械合計 射出成形機
2025年07月 2024年07月2025年07月 2024年07月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品
2025年07月 2025年07月 2025年07月
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(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

イギリス 43 4,654,775 65 4,060,775 594,000 14.6 1 2,265 2 333,300 -99.3

スペイン 6 617,700 1 816,903 -199,203 -24.4 0 0 0 0 -

フランス 80 8,108,214 6,239 10,249,945 -2,141,731 -20.9 0 0 1 364,373 -100.0

オランダ 230 15,529,855 94 6,998,125 8,531,730 121.9 2 81,851 1 35,980 127.5

ドイツ 551 92,137,889 877 66,343,020 25,794,869 38.9 68 14,185,622 54 7,271,991 95.1

スイス 31 10,480,915 36 6,897,567 3,583,348 52.0 3 2,153,538 3 1,326,623 62.3

オーストリア 166 28,613,936 228 33,156,604 -4,542,668 -13.7 62 15,582,192 143 22,541,669 -30.9

ハンガリー 1 46,115 0 18,290 27,825 152.1 0 0 0 0 -

イタリア 548 26,373,219 13,305 14,890,597 11,482,622 77.1 20 1,625,216 3 288,210 463.9

ルーマニア 0 28,291 0 0 28,291 - 0 0 0 0 -

チェコ 36 28,291 17 0 28,291 - 0 0 0 0 -

ポーランド 8 3,133,475 55 772,545 2,360,930 305.6 0 0 0 0 -

小計 1,700 189,752,675 20,917 144,204,371 45,548,304 31.6 156 33,630,684 207 32,162,146 4.6

カナダ 619 36,717,551 1,663 21,130,514 15,587,037 73.8 13 5,463,814 14 2,911,146 87.7

ブラジル 3 1,458,536 1 1,092,287 366,249 33.5 0 0 0 0 -

小計 622 38,176,087 1,664 22,222,801 15,953,286 71.8 13 5,463,814 14 2,911,146 87.7

日本 158 29,696,071 111 15,899,388 13,796,683 86.8 106 15,053,206 89 10,134,240 48.5

韓国 254 15,231,531 25 5,980,715 9,250,816 154.7 144 7,417,950 14 2,459,558 201.6

中国 1,966 25,224,256 27,324 20,177,194 5,047,062 25.0 115 6,534,574 101 3,135,223 108.4

台湾 1,950 7,725,247 70 5,705,016 2,020,231 35.4 19 2,587,456 11 1,073,428 141.0

タイ 18 2,339,215 30 2,901,977 -562,762 -19.4 18 2,006,242 29 2,607,345 -23.1

インド 66 7,890,084 9 3,275,191 4,614,893 140.9 19 1,720,143 1 59,398 2,796.0

小計 4,412 88,106,404 27,569 53,939,481 34,166,923 63.3 421 35,319,571 245 19,469,192 81.4

その他 1,867 14,998,067 545 12,091,211 2,906,856 24.0 15 1,016,589 6 406,584 150.0

合計 8,601 331,033,233 50,695 232,457,864 98,575,369 42.4 605 75,430,658 472 54,949,068 37.3

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額 25年07月 輸入金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

イギリス 2 65,627 -66.5 0 0 - 2 99,400 -69.6 1,590,239 -47.2

スペイン 0 0 - 0 0 - 1 137,707 93.9 315,298 -57.7

フランス 0 0 - 59 4,839,910 13.7 0 0 -100.0 3,013,031 -41.5

オランダ 4 451,044 671.0 2 21,083 - 0 0 - 3,012,690 -26.0

ドイツ 8 806,002 -87.4 93 10,767,503 - 29 10,326,155 484.3 32,914,532 -10.2

スイス 0 0 - 1 966,689 -46.9 0 0 - 3,512,623 16.4

オーストリア 0 0 -100.0 2 1,150,474 -53.3 9 283,476 -23.8 6,294,565 32.1

ハンガリー 0 0 - 0 0 - 0 0 - 20,116 10.0

イタリア 21 4,610,926 170.4 0 0 -100.0 14 1,654,431 75.1 9,591,742 60.7

ルーマニア 0 0 - 0 0 - 0 0 - 28,291 -

チェコ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 28,291 -

ポーランド 2 210,000 -52.5 0 0 - 0 0 - 709,062 169.1

小計 37 6,143,599 -38.1 157 17,745,659 85.7 55 12,501,169 258.4 61,030,480 -5.1

カナダ 4 700,377 212.8 5 1,458,601 1,824.3 1 10,500 -93.4 25,300,464 57.2

ブラジル 0 0 - 0 0 - 0 0 - 1,194,136 117.3

小計 4 700,377 212.8 5 1,458,601 1,824.3 1 10,500 -93.4 26,494,600 59.2

日本 18 2,624,532 159.3 13 1,789,808 - 0 0 - 6,955,174 53.4

韓国 7 515,300 - 0 0 - 0 0 - 1,911,421 9.9

中国 18 4,388,261 1,348.2 5 243,568 -41.0 42 518,069 291.9 8,435,035 -25.1

台湾 1 137,600 - 14 1,778,600 2,287.4 0 0 -100.0 2,780,516 0.1

タイ 0 0 - 0 0 -100.0 0 0 - 332,973 16.7

インド 7 1,830,199 8,455.5 8 2,295,779 - 0 0 - 1,632,763 1.5

小計 51 9,495,892 610.6 40 6,107,755 1,130.5 42 518,069 -22.1 22,047,882 -0.7

その他 4 500,640 -39.1 3 41,116 -80.1 31 1,474,985 1,086.7 6,068,457 12.8

合計 96 16,840,508 36.8 205 25,353,131 145.4 129 14,504,723 226.9 115,641,419 6.6

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

表2　米国プラスチック機械の国別輸入統計 (2025年07月)

2025年07月 2025年07月 2025年07月

部分品

プラスチック機械合計 射出成形機

2025年07月 2024年07月2024年07月2025年07月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等
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項目 2025年07月 2024年07月 伸び率（％） 2025年07月 2024年07月 伸び率（％） 2025年07月 2024年07月

8477-10 射出成形機 12,472,594 15,313,596 -18.6 0 0 - 0.0 0.0

8477-20 押出成形機 7,127,039 13,865,104 -48.6 0 45,130 -100.0 0.0 0.3

8477-30 吹込み成形機 2,913,337 3,510,963 -17.0 0 8,682 -100.0 0.0 0.2

8477-40 真空成形機等 4,276,174 5,032,713 -15.0 0 24,221 -100.0 0.0 0.5

8477-51 その他の機械（成形用） 3,716,311 478,204 677.1 87,012 0 - 2.3 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 10,214,629 6,574,059 55.4 64,803 223,190 -71.0 0.6 3.4

8477-80 その他の機械 14,367,466 12,373,660 16.1 546,554 0 - 3.8 0.0

55,087,550 57,148,299 -3.6 698,369 301,223 131.8 1.3 0.5

8477-90 部分品 56,074,106 55,022,548 1.9 533,879 828,152 -35.5 1.0 1.5

111,161,656 112,170,847 -0.9 1,232,248 1,129,375 9.1 1.1 1.0

項目 2025年07月 2024年07月 伸び率（％） 2025年07月 2024年07月 伸び率（％） 2025年07月 2024年07月

8477-10 射出成形機 75,430,658 54,949,068 37.3 15,053,206 10,134,240 48.5 20.0 18.4

8477-20 押出成形機 16,840,508 12,311,322 36.8 2,624,532 1,012,011 159.3 15.6 8.2

8477-30 吹込み成形機 25,353,131 10,333,250 145.4 1,789,808 0 - 7.1 0.0

8477-40 真空成形機等 14,504,723 4,436,997 226.9 0 0 - 0.0 0.0

8477-51 その他の機械（成形用） 13,848,094 2,797,205 395.1 108,027 18,547 482.4 0.8 0.7

8477-59 その他のもの （成形用） 6,529,939 5,882,477 11.0 0 77,785 -100.0 0.0 1.3

8477-80 その他の機械 62,884,761 33,239,558 89.2 3,165,324 123,506 2,462.9 5.0 0.4

215,391,814 123,949,877 73.8 22,740,897 11,366,089 100.1 10.6 9.2

8477-90 部分品 115,641,419 108,507,987 6.6 6,955,174 4,533,299 53.4 6.0 4.2

331,033,233 232,457,864 42.4 29,696,071 15,899,388 86.8 9.0 6.8

項目 輸出数量 対日輸出数量 輸入数量 対日輸入数量

8477-10 射出成形機 104 119.9 0 - 605 124.7 106 142.0

8477-20 押出成形機 77 92.6 0 - 96 175.4 18 145.8

8477-30 吹込み成形機 88 33.1 0 - 205 123.7 13 137.7

8477-40 真空成形機等 372 11.5 0 - 129 112.4 0 -

8477-51 その他の機械（成形用） 998 3.7 2 43.5 248 55.8 3 36.0

8477-59 その他のもの （成形用） 252 40.5 1 64.8 148 44.1 0 -

8477-80 その他の機械 961 15.0 33 16.6 7,170 8.8 18 175.9

2,852 19.3 36 19.4 8,601 25.0 158 143.9

8477-90 部分品 X - X - X - X -

- - - - - - - -

表3　米国プラスチック機械の機種別輸出入統計（2025年07月）

（単位：台、ドル・百円；単価は千ドル・10万円；$1=100円）

機械類小計

合計

輸入金額

機械類小計

合計

輸出単純平均単価 対日輸出単純平均単価 輸入単純平均単価

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

対日輸入単純平均単価

対日輸出割合（％）

対日輸入割合（％）対日輸入金額

機械類小計

合計

輸出金額 対日輸出金額
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●米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2025年７月） 

 
米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2025

年７月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
①  粗鋼生産量は 784.3万ネット・トンで、前月の 768.2万ネット・トンから増加（＋2.1%）と

なり、対前年同月比は増加（＋4.4%）となった。 
鉄鋼生産量は 779.8万ネット・トンで、前月の 785.4万ネット・トンから減少（△0.7%）と

なり、対前年同月比は増加（＋8.9%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（＋8.6%）、

合金鋼（＋32.4%）、ステンレス鋼（＋0.6%）となっている。 
 
② 主要分野別の出荷状況を見ると、自動車関連 115.7万ネット・トン（対前年同月比△1.6%）、

建設関連 236.0万ネット・トン（同＋17.9%）、中間販売業者 200.9万ネット・トン（同＋9.4%）、

機械産業（農業関係を除く）9.7万ネット・トン（同＋2.0%）となっている。 
需要分野別にみると、鉄鋼中間材（同＋38.5%）、産業用ねじ（同＋40.1%）、中間販売業者

（同＋9.4%）、建設関連（同＋17.9%）、鉄道輸送（同＋1.7%）、航空・宇宙（同＋29.9%）、

石油・ガス・石油化学（同＋39.6%）、機械装置・工具（同＋7.7%）対前年比で増加となり、

自動車（同△-1.6%）、船舶・舶用機械（同△-4.9%）、鉱山・採石・製材（同△-58.8%）、農

業（農業機械等）（同△-14.3%）、電気機器（同△-11.1%）、家電・食卓用金物（同△-1.3%）、

コンテナ等出荷機材（同△-31.3%）が対前年比で減少となっている。また、外需は増加（同＋

7.7%）となっている。 
 
③  鉄鋼輸出は 59.8万ネット・トンで、前月の 59.4万ネット・トンから増加（＋0.7%）となり、

対前年同月比 は増加（＋7.7%）となった。 
 

④  鉄鋼輸入は 223.9万ネット・トンで、前月の 225.2万ネット・トンから減少（△0.6%）とな

り、対前年同月比は減少（△7.5%）となっている。鋼種別に見ると対前年同月比で、炭素鋼（△

10.4%）、合金鋼（＋8.3%）、ステンレス鋼（△16.5%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 30.1 万ネット・トン、メキシコが 25.3 万ネット・トン、

メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 33.7万ネット・トン、EUが 36.8万ネット・トン、欧

州の EU非加盟国（ロシアを含む）が 6.4万ネット・トン、アジアが 79.1万ネット・トンとな

っている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 43.9万ネット・トン（構成比 19.6%）、メキシコ湾岸部で 103.6

万ネット・トン（構成比 46.2%）、太平洋岸で 28.2万ネット・トン（構成比 12.6%）、五大湖

沿岸部で 46.0万ネット・トン（構成比 20.5%）となっている。 
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 23.7%と、前月の 23.7%と同ポイ

ントとなり、前年同月の 27.5%から 3.8ポイント減となった。 
 

⑤  設備稼働率は 78.2%で、前月の 79.8%から 1.6 ポイント減となり、前年同月の 76.4%から

1.8ポイント増となった。また、内需は 943.9万ネット・トンとなり、対前年同月比で増加（＋

7.2%）となっている。 
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表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2025年 7月） 
 

 2025年 2024年 対前年比伸率(%) 

 7月 年累計 7月 年累計 7月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）       

(1)Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

(2)Raw Steel（合計） 7.843  52.245  7.511  51.519  4.4% 1.4% 

Basic Oxygen Process(*1) N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

Electric(*2) N/A N/A N/A N/A N/A N/A 
Continuous Cast(*1及び*2
の一部を含む。) 7.818  52.074  7.486  51.351  4.4% 1.4% 

2.設備稼働率（%） 78.2  77.0  76.4  76.2    

3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 7,798  52,938  7,161  50,921  8.9% 4.0% 

(1)Carbon 7,443  50,352  6,856  48,533  8.6% 3.7% 

(2)Alloy 202  1,402  152  1,217  32.4% 15.2% 

(3)Stainless 154  1,184  153  1,171  0.6% 1.1% 

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 598  4,437  772  5,363  -22.6% -17.3% 

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 2,239  16,865  2,421  17,761  -7.5% -5.0% 

(1)Carbon 1,698  12,712  1,895  13,528  -10.4% -6.0% 

(2)Alloy 448  3,461  414  3,570  8.3% -3.1% 

(3)Stainless 94  693  112  663  -16.5% 4.5% 

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 9,439 65,366 8,809 63,320 7.2% 3.2% 

(D)=A＋C-B       

7.内需に占める輸入の割合 23.7 25.8 27.5 28.1   

(E)=C/D*100(%)       

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
   ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働 

2024年 73.4 77.7 76.4 76.3 76.9 76.7 76.4 77.7 74.6 71.6 72.6 75.0 75.4 

2025年 76.3 76.3 76.5 75.0 76.6 79.8 78.2      77.0 

 
 
 

 

折れ線グラフ：設備稼働率（左軸） 
棒グラフ：粗鋼生産量（右軸）  
 

図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 
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2025-2024
2025 2024

Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A

 Raw Steel (total) 7.843 52.245 7.511 51.519 4.4% 1.4%
   Basic Oxygen process N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Electric N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Continuous cast (incl. above) 7.818 52.074 7.486 51.351 4.4% 1.4%

   Rate of Capability Utilization 78.2 77.0 76.4 76.2

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 7,798 52,938 7,161 50,921 8.9% 4.0%
   Carbon 7,443 50,352 6,856 48,533 8.6% 3.7%
   Alloy 202 1,402 152 1,217 32.4% 15.2%
   Stainless 154 1,184 153 1,171 0.6% 1.1%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 598 4,437 772 5,363 -22.6% -17.3%
 Imports (000 N.T.) 2,239 16,865 2,421 17,761 -7.5% -5.0%
   Carbon 1,698 12,712 1,895 13,528 -10.4% -6.0%
   Alloy 448 3,461 414 3,570 8.3% -3.1%
   Stainless 94 693 112 663 -16.5% 4.5%
Imports excluding semi-finished 1,686 12,495 2,017 13,717 -16.4% -8.9%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 8,886 60,996 8,406 59,276 5.7% 2.9%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 19.0 20.5 24.0 23.1

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 1,157 8,137 1,175 9,509 -1.6% -14.4%
 Construction & contractors' products 2,360 14,856 2,001 12,962 17.9% 14.6%
 Service centers & distributors 2,009 13,983 1,837 12,563 9.4% 11.3%
 Machinery,excl. agricultural 97 660 96 703 2.0% -6.2%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2024 vs. 12 mo. 2023

 Total Net Number of Employees 145 144 0.7%
   (000)  Source:  BLS

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2024 vs. 12 mo. 2023
Steel Segment
 Total Sales $63,914 $71,562 -10.7%
 Operating Income $4,253 $8,275

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）
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2025-2024
2025 2024

Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos.
FOREIGN TRADE - STEEL MILL PRODUCTS:   

Imports - Country of Origin (000 N.T.) 2,239 16,865 2,421 17,761 -7.5% -5.0%

Canada 301 3,108 542 4,021 -44.5% -22.7%

Mexico 253 2,026 169 2,121 50.1% -4.5%
     
Other Western Hemisphere 337 2,985 422 3,096 -20.1% -3.6%

EU 368 2,612 401 2,465 -8.2% 6.0%

Other Europe* 64 561 79 571 -19.7% -1.8%

Asia 791 4,907 725 4,858 9.1% 1.0%

Oceania 51 177 25 188 107.3% -5.8%

Africa 74 489 58 441 27.1% 10.9%

* Includes Russia

Imports - By Customs District (000 N.T.) 2,239 16,865 2,421 17,761 -7.5% -5.0%

    Atlantic Coast 439 3,049 452 2,863 -2.7% 6.5%
    Gulf Coast - Mexican Border 1,036 7,945 988 8,142 4.8% -2.4%
    Pacific Coast 282 1,892 216 1,885 30.7% 0.4%
    Great Lakes - Canadian Border 460 3,847 749 739 -38.5% 420.7%
    Off Shore 22 132 16 133 35.8% -0.9%

別表2　米国の鉄鋼業データ（２）

% Change
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JULY 2025
SAME

MONTH
MARKET CLASSIFICATIONS NET TONS PERCENT NET TONS PERCENT PERCENT NET TONS PERCENT
 1. Steel for Converting and Processing
      Wire and wire products 77,638 1.0% 517,618 1.0% -10.8% -44,907 -8.0%
      Sheets and strip 150,621 1.9% 910,695 1.7% 62.8% 29,676 3.4%
      Pipe and tube 680,209 8.7% 4,547,928 8.6% 44.4% 1,129,766 33.1%
      Cold finishing 337 0.0% 2,336 0.0% 73.7% 706 43.3%
      Other 15,368 0.2% 111,175 0.2% -6.6% -4,034 -3.5%
         Total 924,173 11.9% 6,089,752 11.5% 38.5% 1,111,207 22.3%
 2. Independent Forgers (not elsewhere classified) 6,708 0.1% 51,063 0.1% 71.7% 8,680 20.5%
 3. Industrial Fasteners 1,282 0.0% 8,465 0.0% 40.1% 1,901 29.0%
 4. Steel Service Centers and Distributors 2,008,530 25.8% 13,983,405 26.4% 9.4% 1,420,704 11.3%
 5. Construction, Including Maintenance
      Metal Building Systems 98,350 1.3% 646,103 1.2% -6.5% -43,733 -6.3%
      Bridge and Highway Construction 8,386 0.1% 53,775 0.1% 46.8% 11,208 26.3%
      General Construction 1,979,759 25.4% 12,342,204 23.3% 20.3% 1,919,436 18.4%
      Culverts and Concrete Pipe 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0%
      All Other Construction & Contractors' Products 273,857 3.5% 1,814,208 3.4% 12.0% 7,125 0.4%
          Total 2,360,352 30.3% 14,856,290 28.1% 17.9% 1,894,036 14.6%
 7. Automotive
      Vehicles,parts & accessories-assemblers 1,100,501 14.1% 7,753,931 14.6% -1.6% -1,284,792 -14.2%
      Trailers, all types 2,705 0.0% 10,810 0.0% 944.4% -6,060 -35.9%
      Parts and accessories-independent suppliers 42,810 0.5% 300,484 0.6% -14.4% -79,154 -20.8%
      Independent forgers 10,601 0.1% 71,615 0.1% 60.1% -2,387 -3.2%
         Total 1,156,617 14.8% 8,136,840 15.4% -1.6% -1,372,393 -14.4%
 8. Rail Transportation 89,794 1.2% 644,030 1.2% 1.7% 10,664 1.7%
 9. Shipbuilding and Marine Equipment 4,732 0.1% 34,345 0.1% -4.9% -3,091 -8.3%
10. Aircraft and Aerospace 387 0.0% 3,026 0.0% 29.9% 399 15.2%
11. Oil,  Gas & Petrochemical
      Drilling & Transportation 150,095 1.9% 953,557 1.8% 39.4% 204,985 27.4%
      Storage Tanks 1,879 0.0% 11,292 0.0% 161.7% 6,156 119.9%
      Oil, Gas & Chemical Process Vessels 1,957 0.0% 14,569 0.0% 1.7% 1,035 7.6%
         Total 153,931 2.0% 979,418 1.9% 39.6% 212,176 27.7%
12. Mining, Quarrying and Lumbering 21 0.0% 227 0.0% -58.8% -205 -47.5%
13. Agricultural
      Agricultural Machinery 7,729 0.1% 54,360 0.1% -20.3% -34,376 -38.7%
      All Other 1,180 0.0% 6,888 0.0% 67.9% 1,644 31.4%
         Total 8,909 0.1% 61,248 0.1% -14.3% -32,732 -34.8%
14. Machinery, Industrial Equipment and Tools
      General Purpose Equipment - Bearings 12,688 0.2% 81,232 0.2% 51.8% 34,693 74.5%
      Construction Equip. and Materials Handling Equip. 34,535 0.4% 189,848 0.4% 10.6% -25,899 -12.0%
      All Other 24,434 0.3% 189,904 0.4% -9.4% -21,984 -10.4%
         Total 71,657 0.9% 460,984 0.9% 7.7% -13,190 -2.8%
15. Electrical Equipment 25,833 0.3% 199,066 0.4% -11.1% -30,134 -13.1%
16. Appliances, Utensils and Cutlery
      Appliances 165,271 2.1% 1,136,870 2.1% -1.2% -40,108 -3.4%
      Utensils and Cutlery 92 0.0% 3,886 0.0% -40.3% 2,939 310.3%
         Total 165,363 2.1% 1,140,756 2.2% -1.3% -37,169 -3.2%
17. Other Domestic and Commercial Equipment 12,608 0.2% 79,037 0.1% 24.7% -12,842 -14.0%
18. Containers, Packaging and Shipping Materials
      Cans and Closures 30,837 0.4% 259,044 0.5% -33.0% -4,247 -1.6%
      Barrels, drums and shipping pails 20,884 0.3% 175,113 0.3% -22.6% -67,190 -27.7%
      All Other 4,834 0.1% 36,805 0.1% -47.9% -34,058 -48.1%
         Total 56,555 0.7% 470,962 0.9% -31.3% -105,495 -18.3%
19. Ordnance and Other Military 1,620 0.0% 10,346 0.0% 122.5% -3,995 -27.9%
20. Export 598,101 7.7% 4,437,721 8.4% -22.6% -924,899 -17.2%
21. Non-Classified Shipments 150,756 1.9% 1,290,527 2.4% 13.1% -106,423 -7.6%
         TOTAL SHIPMENTS (Items 1-21) 7,797,929 100.0% 52,937,508 100.0% 8.9% 2,017,199 4.0%
+ - Includes revisions for previous months
P - Preliminary, final figures will appear in the detailed quarterly report.
* - Net total after deducting shipments to reporting companies.

別表3　米国における需要分野別の鉄鋼出荷量

CURRENT MONTH YEAR TO DATE+

CHANGE FROM 2024

YEAR TO DATE
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 皆さん、こんにちは。ジェトロ・ウィーン事務所の徳島です。 
 
 ウィーンでは、季節が早くも冬へと移り始めています。最近は最高気温が 20℃を下回る日が続

き、夜になると気温が一桁台まで下がるのが当たり前になってきました。日差しが差し込む室内

ではまだ暖かさを感じられるものの、外に出ると風が強く、既にコートなしでは過ごせないほど

の寒さです。街路樹は赤や黄色に色づき始め、ようやく秋の気配を感じ始めたところですが、街

中では既にクリスマスツリーなどが店頭に並び始めており、このまま一気に冬へと移り変わって

いきそうな雰囲気です。 
 
 そんな中、秋のウィーンを代表する人気イベントの一つとして、９月 25 日から 10 月 12 日ま

でオクトーバーフェスト（Wiener Kaiser Wiesn）が開催されました。オクトーバーフェストと

言えばドイツ・ミュンヘンが有名ですが、2015 年以降、ウィーンでも毎年プラーター公園（Prater）
で開催されているようです。会場では、オーストリアの郷土料理やビールを味わいながら音楽ラ

イブを楽しむことができ、民族衣装を着用して参加する人も多く見られ、現地の文化を感じるこ

とが出来るイベントとなっています。 
 
 またプラーターに関連して、先日、公園内にある Krieau 競馬場（Trabrennbahn Krieau）を

初めて訪れましたので、少しご紹介したいと思います。Krieau 競馬場は 1878 年に設立され、モ

スクワ競馬場と並び、ヨーロッパ最古の競馬場の一つとされています。日本の競馬とは異なり、

「トロット競馬」と呼ばれる、騎手が馬車に乗って馬を操るスタイルで、各馬がゲート入りして

一斉にスタートするのではなく、ゲート付きの誘導車が走りながら各馬を誘導し、ゆっくりとゲ

ートが開くと同時にスタートするため、１枠、２枠というような概念はありません。 
 
 ここでもオクトーバーフェストが開催されており、１リットルの生ビールジョッキを飲みなが

ら、最上階のレストランからレースを観戦しました。収容人数は日本の競馬場ほど多くはありま

せんが、ちょうど訪れた日は「カルマン・フニャディ伯爵記念（Graf Kalman Hunyady 
Gedenkrennen）」という年間を通じて最も大きなレースの一つが開催されていたこともあり、多

くの人で賑わっており、家族連れやカップル、中高年層まで、幅広い世代が熱狂している様子が

印象的でした。また、競馬場はコンサート会場としても利用されており、過去にはボン・ジョヴ

ィなどの著名アーティストがライブを行ったこともあるそうです。 
 
 プラーターは、ウィーン中心部にある公園として最大の面積を誇り、２区の大部分の面積を占

めています（約 600 ヘクタール）。1873 年のウィーン万国博覧会の会場でもあり、その頃からプ

ラーターの開発が徐々に進み、現在では公園内に約 250 のアトラクションを有する遊園地がある

他、前述の競馬場やサッカー場、野球場などもあり、年間を通じて多くのイベントが開催されて

います。 
 
 遊園地の殆どのアトラクションにはチケットが必要ですが、料金は一人当たり５～10 ユーロ程
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度と比較的リーズナブルであり、入場料もかからないので、日本のテーマパークと比べると、格

安で楽しむことができます。特に有名なのが映画「第三の男」にも登場した大観覧車で、頂上か

らはウィーンの街並みを一望できるので、観光スポットとしても人気です。公園内には多くのレ

ストランがあり、オーストリアの伝統的な料理も楽しめますので、ウィーンへ訪れる際には、是

非一度立ち寄っていただきたい場所です。 
 
写真は、Krieau 競馬場でのレースの様子です。 

 
 

ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 徳島 康介 
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皆様こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の村山です。 
１０月を迎えたシカゴでは、朝夕の冷え込みも日に日に増し、冬の気配が漂い始めました。

通勤時にミシガン湖やシカゴ川から吹きつける風も、これまでの爽やかさから一転して肌

寒さを感じさせるようになってきました。 
アメリカで移動手段といえば車というイメージが強いかもしれませんが、ここシカゴで

は公共交通機関が非常に発達しており、多くの人々に利用されています。市内の主な交通手

段は、「CTA（Chicago Transit Authority）」が運営する地下鉄とバスです。 
地下鉄は通称「L」と呼ばれており、「elevated train（高架鉄道）」に由来しています。特

に中心部の高架は映画のロケ地としても有名です。レッド、ブルー、オレンジ、グリーン、

パープル、ブラウン、イエロー、ピンクの８つの路線があり、ダウンタウンの中心部「ルー

プ」を起点に市内全域を網羅しています。運行間隔も比較的短く、気軽に利用できます。中

でも、世界有数の規模を誇る国際空港であるオヘア空港と市内を結ぶブルーラインは２４

時間運行しており、早朝・深夜のフライト利用者にも便利ですが、夜間は治安面への配慮が

必要です。 
また、バス路線も充実しており、１０～２０分の間隔で運行されているのでとても便利で

す。ただし、路線数が約１４０にも及び、一方通行の多い市街地では往路と復路で異なるル

ートを通ることもあり注意が必要です。Google マップや CTA 公式アプリで運行状況が確

認できるため、今やスマートフォンは移動の必需品といえるでしょうか。 
運賃の支払いには交通系 IC カード「Ventra カード」や、Apple Pay・Google Pay など

の非接触型決済が利用可能です。Ventra カードは駅や空港で購入でき、アプリでチャージ

や残高確認も可能です。ただし、現金で運賃を支払う場合やカードを購入する場合はお釣り

が出ないので、事前にお金を崩しておくか、キャッシュレス決済を利用するのが安心です。 
さらに、シカゴ都市圏と郊外を結ぶ通勤列車「Metra」や郊外バス「Pace」があります。

Metra はシカゴ中心部のユニオン駅など４つの主要ターミナル駅を起点に、イリノイ州の

郊外へ向けて１１路線を展開しており、特に通勤時間帯は多くの利用者で賑わいます。２階

建ての大きな車両は迫力があり、座席も広々としています。一方、Pace はシカゴ郊外を対

象に２４０以上の路線を運行しています。CTA バスよりも運行頻度は少ないものの、郊外

の住宅地や商業施設、学校、病院などへのアクセスに優れています。 
そんな、観光にも日常の移動にも頼りになるシカゴの公共交通機関ですが、設備の老朽化

が課題になる場面もあります。ガタゴトと大きな音を立てながら市内を走る「L」を見て、

快適性や環境面での不満を感じるか、はたまた１８９２年に運行を開始した歴史の重みを

感じるか。ぜひ一度、シカゴを訪れて、その魅力と奥深さを体感してみてください。 
それではまた。 
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シカゴ市街地の上を走る鉄道高架 

ジェトロ・シカゴ事務所  
産業機械部 村山 裕紀 
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